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第１章 景観計画の策定にあたって 

１．1 背景 

私たちの生活環境は、少子高齢化の進展等社会状況の進展により大きく変わろうとしています。こ

れまでの都市の急速な発展に対応した効率性や機能性を重視したまちづくりから、地域の特性を生か

した魅力あるまちづくりへと舵をきる転換期をむかえています。こうした中、国は歴史や文化、風土

等の地域の特性を重視し、美しい国づくりに向けて、平成16年 6月に景観に関する基本法として「景

観法」を制定しました。 

魅力あるまちづくりに寄与する良好な景観形成に関する気風の高まりを受け、本市は、久留米市、

大川市、うきは市、大刀洗町、大木町、広川町とともに、河川、田園、山々等の筑後の美しい景観を

一体的に保全・形成していくため、平成21年 5月に「筑後川流域景観テーマ協定」を締結しました。

また、同協定の締結を受け、福岡県は筑後川流域の市町を対象として、平成22年10月 1日に、景

観法を活用した「筑後川流域景観計画」を策定しました。 

更に本市は、より本市に特化した、主体的な景観行政を推進することを目的に、平成26年 4月 1

日に景観法に基づく「景観行政団体」となりました。これまで以上に良好な景観形成に向けた取組に

力を注いでいくことが求められる中で、本市独自の様々な景観の価値を再認識することに加え、それ

らを守り、育てるための方策を示すことを目的に、本計画を策定しました。 

 

平成 16年度 ○本市を含む筑後地域の16市町村（当時）が筑後田園都市推進評議会を結成し、

「筑後の景観を守り・育てるルールづくり」に取り組む 

平成 18年度 ○筑後田園都市推進評議会が「筑後景観憲章」を制定 

○松崎地区を（街道集落）景観モデル地区に指定 

平成 19年度 ○松崎景観憲章の制定 

平成 21年 5月 ○本市を含む筑後川流域の7市町（当時）を対象区域とした「筑後川流域景観テ

ーマ協定」を締結 

平成22年10月 ○福岡県が筑後川流域の市町を対象とした「筑後川流域景観計画」を策定 

平成 26年 4月 ○景観行政団体となり、「小郡市景観計画」の策定に着手 

▲これまでの経緯 

 

１．2 景観形成とは 

景観は、個々の敷地に建つ家や店舗等の建物、庭の花や樹木、店の横に出される屋外広告物等の「モ

ノ」と、道路や公園等の公共施設、その背景に見える山々や付近を流れる川等の自然の全てが、「ひ

とつのまとまり」として見えることで、その地域固有のものとして形作られます。 

つまり、景観形成とは、この景観を構成するひとつひとつの要素において、それぞれに質が高いこ

と（あるいは維持されること）、全体としてバランスが取れていること（調和していること）であり、

その成果は「景観の美しさ」や「個性ある魅力」として生み出されるものです。 
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１．3 景観形成の効果 

良好な景観形成を進めていくことは、その景観を通して自分たちの住むまちの環境を見つめなおし、

まちづくりに取り組むということです。景観形成によって、住民の地域に対する愛着や満足度の向上、

地域の魅力や個性の創出、観光交流人口の増加、資産価値の向上等様々な側面への波及効果を生む可

能性が高まります。 

 

 

 

 

 良好な景観が身近に形成されることにより、住民は地域の良さを再認識し、地域への誇りや愛着が

生まれるきっかけとなります。更には、地域コミュニティのつながりが強化され、地域力の向上に結

びついていくことも期待されます。 

  

  

  

  

 人々は生活環境において水や緑による潤い、風情や趣き、賑わいや落ち着き等、「便利さ」だけで

なく、「快適さ」や「心地よさ」のような個々で感じる豊かさも求めています。良好な景観形成はそ

の「快適さ」を生み出す取組のひとつであり、暮らしの豊かさの実現につながります。 

 

  

 

 

 地域資源を生かした魅力や個性のある景観形成を進めていくことにより、地域内外の人々が交流す

る機会づくりにつながり、観光交流人口の増加や地域の活力創出による活性化が期待されます。また、

地域の魅力ある景観が外部に発信されることによって、地域のブランドイメージを高めることにつな

がります。 

 

 

 

 

 美しい街並みや自然が整えられた地域は、他の地域に比べて地価の下落が少ないという傾向が見ら

れます。良好な景観形成に取り組むことは、単に来訪者の増加につながるだけでなく、地域の資産価

値を向上させる可能性を高めることとなります。 

  
快適な生活環境を生み出す 

  
住民の地域に対する満足感（誇りや愛着）を高める 

  
観光・交流人口の増加により地域の活力を生み出す 

  
資産価値を向上させる 
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１．4 計画の目的と位置づけ 

「小郡市景観計画」は、景観法に基づく事項を規定するとともに、本市の景観形成の基本的な方向

性を示すマスタープランとしての役割を有しています。また、景観形成における市民や事業者、行政

の役割を明確にし、良好な景観形成に向けた方策を示すことにより、地域固有の景観を生かしたまち

づくりにつなげていくことを目的とします。 

本計画は、「第5次小郡市総合振興計画」を上位計画とし、筑後川流域市町により締結された「筑

後川流域景観テーマ協定」及び「筑後川流域景観計画」や、本市策定の関係する計画との整合を図り、

その実現に向け連携していきます。また、地域が独自に取り組んできた松崎地区等での景観整備につ

いても、それらの取組を踏まえて策定します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲計画の位置づけ 

小郡市景観計画 

 

第５次小郡市総合振興計画（平成 23 年 3月） 

将来像：人が輝き、笑顔あふれる 快適緑園都市・おごおり 

連携 

松崎景観憲章 等 

地域の計画 

連携 

小郡市都市計画マスタープラン 

小郡市農村環境計画 

小郡市農業振興地域整備計画 

小郡市緑の基本計画 

関連計画 

整合 

筑後川流域景観テーマ協定 

（平成 21 年 5月） 

 

筑後川流域景観計画 

（平成 22 年 10 月） 

 

筑後景観憲章（平成 18 年 5月） 

福岡県の計画 
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１．5 計画の構成 

「小郡市景観計画」は、景観形成の「目標」及び景観法で規定されている「区域」・「ルール（方針

と基準）」を定めるとともに、景観形成の円滑な推進を行うための「仕組み」について定めることと

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲計画の構成 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

小郡市の概況と成り立ち 
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第２章 小郡市の概況と成り立ち 

２．1  小郡市の概況 

（１）位置 

本市は福岡県の南部、筑紫平野の北部、佐賀県

との県境に位置し、南東は久留米市、大刀洗町、

西は佐賀県鳥栖市、基山町、北東は筑紫野市、筑

前町にそれぞれ接する東西6km、南北12kmに

亘る区域で、総面積は45.5k㎡となっています。 

市の南北方向に西鉄天神大牟田線が走ってお

り、西鉄小郡駅から西鉄福岡（天神）駅まで約

30 分、西鉄久留米駅まで 10 分前後で行ける位

置の良さから、本市では昭和40年代後半から西

鉄天神大牟田線の沿線において急速に住宅開発

が進み、住宅都市としての機能が強い都市となっ

ています。 

 

 

（２）人口 

高度経済成長期に当たる1970年（昭和45年）～1975年（昭和50年）に人口が急増し、そ

の後も緩やかに増加していますが、近年は横ばい傾向にあります。 

 

16,549 

21,790 22,216 
24,686 24,642 

26,941 
30,469 

36,914 

41,057 
43,811 

47,116 
50,612 

54,583 
57,481 58,499 57,983 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

1940年

昭和15年

1947年

昭和22年

1950年

昭和25年

1955年

昭和30年

1960年

昭和35年

1965年

昭和40年

1970年

昭和45年

1975年

昭和50年

1980年

昭和55年

1985年

昭和60年

1990年

平成2年

1995年

平成7年

2000年

平成12年

2005年

平成17年

2010年

平成22年

2015年

平成27年

（人）

1955年（昭和30年）

1町4村合併

（小郡町発足）

1972年（昭和47年）

市制を施行し小郡

市へ

2003年（平成15年）

「美鈴の杜」

2015年（平成27年）

「あすみ」

1994年（平成6年）

「希みが丘」

1996年（平成8年）

「小郡駅前土地区

画整理事業」

1987年（昭和62年）

「三国が丘」

1991年（平成3年）

「美鈴が丘」

 

資料：国勢調査 

 

 

▲本市の位置 

▲本市の総人口 
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（３）土地利用の現況と法規制 

①土地利用 

本市の土地利用は、西鉄天神大牟田線に沿った市街地と、宝満川周辺の平坦部の農地、花立山や

北部丘陵地の山林に大きく区分できます。田・畑が約50％を占め、宅地や市街地は、市域の約17％

となっています。 

 

資料：小郡市都市計画基礎調査 

 

▲土地利用図 
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②法規制 

 本市は全域が都市計画区域に指定されており、そのうち市街化区域が17.1％、 市街化調整区域

が82.9％を占めています。また、市域の81.6％が農業振興地域であり、このうち 46.9％が農用

地区域に指定されています。 

▲法規制図 資料：小郡市都市計画基礎調査 
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（４）地形と植生 

①地形 

地形は大きく3つに区分でき、市域中央部の平坦地、北東部の台地、北西部の丘陵地からなって

います。本市は、筑後川と宝満川が合流するデルタ地帯に位置するため、市域を南北に貫流する宝

満川周辺の大部分は、標高15ｍ以下の平坦地です。北東部の台地には、花立山（標高130.6ｍ）

が位置し、北西部の丘陵地には、標高20～90ｍのなだらかな丘陵が連なっています。 

資料：小郡市都市計画基礎調査 

 

▲地形図 
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②植生 

本市の大部分は、農耕地が占め、宅地や市街地は、市域の約17％となっています。 

農耕地は、ほとんどが標高 15ｍ以下の平坦地に分布し、水田雑草群落となっています。畑や果

樹園、苗圃は、標高がやや高い地域に点在しています。 

樹林地は、花立山や北西部丘陵地に限られており、シイ・カシ萌芽林の二次林が残っています。

また、規模の小さな樹林地は、ため池周辺や社寺林等に多数残っています。 

宝満川沿いは、雑草群落が連続しています。 

 

 

 

 

 

 

資料：環境省生物多様性センター 

自然環境調査 

▲植生図 

凡  例 
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２．２  小郡市の景観の成り立ち 

（１）原始・古代 

本市には、今から2万年以上前には人が住んでいたことが、発見された遺跡によって分かっていま

す。市域には 400 基以上の古墳が見つかっており、中でも注目されるのは三国丘陵にある古墳時代

前期の津古古墳群です。一連の前方後円墳が集中し、当時この地域が非常に重要な場所であったこと

を表しています。これら古墳は公園や緑地として保存されているものもあり、周囲に潤いを与える場

所となっています。 

7世紀後半の上岩田遺跡では、九州最古級の寺院（仏堂）と大型建物群跡がみつかりました。続く

7世紀から8世紀前半に栄えた小郡官衙遺跡は当時の「筑後国御原郡」の郡役所跡と考えられていま

す。いずれも大宰府の背後を支える重要な役割を担っていたと考えられます。 

 

○小郡官衙遺跡群 小郡官衙遺跡（国指定史跡） 

宝満川の西の台地に広がる小郡官衙遺跡は、旧石器時代

から飛鳥・奈良時代にいたる複合遺跡です。そのうち歴史

時代に相当する堀立柱建物群は筑後国御原郡の郡衙跡（郡

役所）と推定されています。 

現在国指定史跡に指定されている部分の面積は、

28,400 ㎡ですが、遺跡全体は、51,300 ㎡になること

が推測されます。最初に指定が行われた部分の 17,600

㎡が現在遺跡公園として整備されています。 

 

 

（２）中世 

南北朝時代の九州は南朝側・北朝側に分かれ大きく争いましたが、交通の拠点であった小郡では、

1359年（正平14年・延文4年）、九州南北朝最大の合戦「大保原合戦」が起こりました。この合

戦では、懐
かね

良
なが

親王
しんのう

・菊池
き く ち

武光
たけみつ

を中心とした南朝方と、少弐頼
しょうにより

尚
ひさ

を中心とした北朝方が、総勢10万と

もいわれる軍勢でぶつかり、激しい戦いを繰り広げました。 

 

○福童の将軍藤 

激しい合戦の中で、南朝側の大将である懐良親王も重傷

を負いました。親王は大中臣神社で傷の回復を祈願し、願

いが聞き届けられると祭神に感謝して藤の木を献納した

といわれています。大中臣神社には今でも藤の大樹があり、

毎年5月には美しい花のもと、「将軍藤まつり」が開かれ

ています。 

▲小郡官衙遺跡群 小郡官衙遺跡 

▲福童の将軍藤 
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（３）近世（江戸時代） 

江戸時代の小郡は久留米藩領でしたが、1668 年（寛文 8 年）有馬
あ り ま

豊
とよ

範
のり

が久留米藩から分地を受

け、約 15 年の間、現在の市内の広い範囲が松崎藩として独立していました。松崎藩の設置に伴い、

従来の往還道路であった横隈街道に代わり、参勤交代道路として薩摩街道（松崎街道）が用いられる

ようになり、経由地点である松崎は、宿場町として整備されました。その後、松崎藩は廃藩となり再

び久留米藩の所領に戻りますが、多くの旅人をはじめ九州の主だった大名が参勤交代で松崎宿を通り、

筑後地域における重要な宿場町として繁栄していきました。 

本市は、薩摩街道の他にも彦山道や秋月街道、近くには長崎街道が通る交通の要衝の地であったこ

とから、これらの街道に沿って様々な人々が往来する中で、松崎（宿場）・古飯・小郡・横隈・井上、

大刀洗町では本郷等の在郷町が生まれました。 

 

 

 

 

 

薩摩街道の脇には一里塚が築かれ、本市に

は「下岩田」「干潟」の2か所に一里塚があ

りました。 

一里塚の場所が遠くからでも分かるよう

に、それぞれ周辺には榎や松、杉等の大樹が

数本植えられていたそうです。 

○乙隈境石 

薩摩街道沿いにある、筑前の黒田藩と筑後

の有馬藩の国境に建てられた国境石です。 

国境を境に、北側に「従是北筑前國」の境

石が、南側に「従是南筑後國」の境石が建っ

ており、現在の本市と筑紫野市の境界となっ

ています。 

▲市内の旧街道 

○下岩田の一里塚跡 

資料：小郡市郷土史研究会 

http://www.geocities.jp/chikuzensakaiisi/page132.html
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（４）近代・現代 

１）田園景観の成り立ち 

○宝満川と田園の景観 

宝満川は、江戸時代以前は「得川」又は「徳川」と呼ばれていました。恵みをもたらす川とい

う由来があったようです。本市の北側の原野や台地が痩せた土地であるのに対し、宝満川水系（宝

満川やその支流）により形成された本市の中南部の平地は肥沃な土地でした。 

１６４７年（正保 4 年）、筑後川治水事業の礎となった稲吉堰の築造により宝満川沿岸一帯が

水田化された後、多くの堰や用水路が造られ、広範囲に亘る新田開発が進められました。 

現在では宝満川の東側に田園地帯が広がっており、米、麦、大豆等を中心に、野菜や花き、植

木、畜産等が営まれており、季節ごとに移り変わる田園の景観は市の代表的な風景となっていま

す。 

 

○櫨
はぜ

蝋
ろう

産業と庭木の景観 

江戸時代末から明治の初めにかけ、本市は櫨蝋産業で栄えました。櫨の木は秋になると真っ赤

に紅葉し、その櫨の実を搾ると櫨蝋とよばれる蝋分がとれ、これが和ろうそく等の原料となりま

す。１７３０年（享保１５年）に現在の下町に生まれた内山伊
うちやまい

吉
きち

が、櫨の木の度重なる改良の結

果、「伊吉櫨」を作り上げ、各地に広く普及した事から、小郡は櫨蝋製品の生産と販売の町とし

て大変な好景気となりました。 

明治になると日本に石油が輸入されるようになり、櫨や蝋の値段が安くなったことから、櫨栽

培に必要な技術等を生かした園芸園や果樹園へと転作が進められ、櫨の木は見られなくなりまし

た。 

櫨蝋産業は衰退しましたが、植木や養蚕業に必要な桑の栽培等が進み、現在も見られる植木等

の風景は当時の人々の暮らしや文化を感じることができます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲宝満川東側の田園地帯 

 

▲植木園 
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２）市街地の景観 

1922 年（大正 11 年）、福岡と久留米を結ぶ九州鉄道が筑紫電気軌道株式会社により着工され

ました。筑紫電気軌道株式会社は、社名を九州鉄道株式会社に改め、1924 年（大正 3 年）4 月

に開通しました。その後、社名を西日本鉄道株式会社と改め、現在に至っています。 

また、1936 年（昭和 11 年）には現在の甘木鉄道が計画され、1939 年（昭和 14 年）に開

業しました。 

その後、西鉄天神大牟田線沿線を中心に、その交通利便性の高さを背景に市街地開発が進められ、

本市は住宅都市としての性格を強めていきました。 

また、近郊の都市部への人口集中の受け皿となる、快適な住宅都市を創出すべく 1977 年（昭

和52年）に「小郡・筑紫野ニュータウン計画」が決定され、同計画を基に、本市北部において一

体的な住宅開発が行われ、広範囲に亘る良好な住環境が形成されています。 

都市計画法で定める市街化区域においては、住宅系の用途地域※が設定されているため、建物の

用途の混在が少ない良好な市街地が形作られていますが、開発年次や事業者により、緑化の状況や

敷地の規模等が異なる等、各々の地区に特徴のある住宅地景観が形成されています。 

 

  

▲小郡・筑紫野ニュータウン計画  パンフレット 

※用途地域：都市計画法に定める地域地区のひとつで、用途の混在を防ぐことを目的に、住居、商業、工業等の土地

利用についてを定めるもの。 
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表．本市の略歴（旧石器時代から昭和まで） 

時代 主な出来事 

原始・ 

古代 

約 20000 年前 

約 2000 年前 

 

3～4 世紀 

 

6 世紀 

7 世紀後半 

7 世紀後半 

（旧石器時代） 

（弥生時代中期） 

 

（古墳時代） 

 

（古墳時代） 

（飛鳥・奈良時代） 

（飛鳥・奈良時代） 

・津古上ノ原遺跡（ナイフ形土器） 

・大板井遺跡（拠点集落）、小郡若山遺跡（多鈕細文鏡） 

横隈狐塚遺跡（共同墓地） 

・津古生掛古墳、津古 1・2号墳（前方後円墳）三国の鼻 1

号墳 

・三国丘陵・花立山麓に群集墳 

・上岩田・井上に寺院造営 

・小郡官衙遺跡（郡役所） 

中世 1359 年 

1374 年 

（室町時代） 

（室町時代） 

・大保原合戦 

・福童原の戦い 

近世 1624 年 

1647 年 

1668 年 

1673 年 

1772 年 

1848 年 

（江戸時代） 

（江戸時代） 

（江戸時代） 

（江戸時代） 

（江戸時代） 

（江戸時代） 

・石井堰築造（干潟） 

・稲吉堰築造 

・有馬豊範に松崎藩 1万石を分知、松崎宿設置 

・津古堰築造 

・大板井堰築造 

・端間堰築造 

近代 1873 年 

 

1876 年 

1877 年 

1888 年 

 

1914 年 

1914 年 

1918 年 

1921 年 

1924 年 

1938 年 

1941 年 

1947 年 

1948 年 

1953 年 

 

1954 年 

1955 年 

1962 年 

1963 年 

1964 年 

1971 年 

1972 年 

1980 年 

1985 年 

1987 年 

（明治 6年） 

 

（明治 9年） 

（明治 10年） 

（明治 21年） 

 

（大正 3年） 

（大正 3年） 

（大正 7年） 

（大正 10年） 

（大正 13年） 

（昭和 13年） 

（昭和 16年） 

（昭和 22年） 

（昭和 23年） 

（昭和 28年） 

 

（昭和 29年） 

（昭和 30年） 

（昭和 37年） 

（昭和 38年） 

（昭和 39年） 

（昭和 46年） 

（昭和 47年） 

（昭和 55年） 

（昭和 60年） 

（昭和 62年） 

・松崎郵便取扱所設置、小郡郵便取扱所（のちの小郡郵 

便局） 

・松崎巡査屯所設置 

・彼岸土居の戦い 

・久留米治安裁判所松崎出張所（のちの福岡法務局三井 

出張所） 

・松崎実業女学校（のちの三井高等学校）開校 

・送電開始（小郡） 

・電話開通（三国） 

・中央軌道松崎～小郡開通 

・九州鉄道（のちの西日本鉄道）福岡～久留米開通 

・国鉄甘木線開通 

・県種畜場完成（三沢） 

・大原中学校開校、立石中学校開校、宝城中学校開校 

・農業共同組合（各村）設立、三国保育所開所 

・筑後川大水害、保安隊小郡駐屯地設立、御原保育所開 

所 

・城山公園開園 

・小郡町となる（1町 4村合併） 

・町役場新築移転（現在地） 

・宝満川大水害 

・農業共同組合（町）設立 

・小郡官衙遺跡を国史跡に指定 

・小郡市制施行 

・花立山周辺に鳥獣保護区設定 

・埋蔵文化財調査センター完成 

・九州横断自動車道開通、小郡市民ふれあい広場完成 
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表．本市の略歴（平成から現在まで） 

時代 主な出来事 

近代 1989 年 

1991 年 

1992 年 

1994 年 

1996 年 

2001 年 

2002 年 

2003 年 

 

 

2004 年 

2005 年 

2007 年 

 

2010 年 

2012 年 

2013 年 

 

2014 年 

 

 

2015 年 

 

2016 年 

（平成元年） 

（平成 3年） 

（平成 4年） 

（平成 6年） 

（平成 8年） 

（平成 13年） 

（平成 14年） 

（平成 15年） 

 

 

（平成 16年） 

（平成 17年） 

（平成 19年） 

 

（平成 22年） 

（平成 24年） 

（平成 25年） 

 

（平成 26年） 

 

 

（平成 27年） 

 

（平成 28年） 

・「七夕通り」開通 

・市史編さん事業開始 

・西鉄三国が丘駅開業 

・陸上競技場完成 

・市史第 1巻発刊 

・旧松崎旅籠油屋を市指定有形文化財に指定 

・甘木鉄道今隈駅開業 

・甘木鉄道大板井駅高架駅開業、市史編さん事業完 

  了、祇園神社 650 年祭開催、天忍穂神社大クス及び隼 

  鷹神社クスノキ群を市指定天然記念物に指定 

・原田駅大崎線全線開通、小郡市緑の基本計画策定 

・隼鷹神社 1800 年祭開催 

・花立山穴観音古墳を県指定文化財に指定、黒岩稲荷神 

社 800 年大祭開催 

・筑後川流域景観計画策定、九州歴史資料館開館 

・松岡家住宅を小郡市登録有形文化財に登録 

・県道鳥栖朝倉線「新端間橋」開通、御勢大霊石神社 1 

800 年大祭開催 

・小郡市が景観行政団体になる、本郷基山線開通、薩摩 

街道筑後国境石（乙隈境石）を市指定有形文化財に指 

定 

・市指定有形文化財旧松崎旅籠油屋内の「中油屋」の復 

  原修理完了、松岡家住宅を国の有形文化財に登録 

・平田家住宅を市指定有形文化財に指定 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 

景観形成の目標及び景観計画区域 
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第３章 景観形成の目標及び景観計画区域 

３．1  景観形成の目標 

本市では、北から南に流れる雄大な宝満川や東部の花立山、北部の津古の森等の自然が作り出す、

ゆとりと潤いのある景観が形成されています。また、南東部に広がる田園地帯は、季節ごとに移り変

わる田園風景として、本市の代表的な景観となっています。 

更に、丘陵部に位置する北部の住宅地においては、計画的な住宅整備がなされ、良好な住環境及び

美しい街並みが保全されています。 

加えて、市内には多くの史跡や神社・仏閣が点在しているほか、松崎地区に代表される江戸時代の

薩摩街道沿いの集落においては、屋敷林等の緑と歴史ある建造物が調和し、固有の景観を形成してい

ます。 

このように、住みよい住環境と彩り豊かな自然風景、これらに培われた歴史・文化等が調和した本

市の景観は、市民共有の財産です。 

しかし、普段、「あたりまえ」のように見えているこの景観も、社会経済等の変化により突然失わ

れてしまうこともあります。 

本市を更に魅力あるまちとし、後世に引き継いでいくためには、住んでいる人々にとっては「あた

りまえ」の景観の価値を皆で発見・共有し、日々の暮らしの中で大切に守り、育て、生かしていくこ

とが重要です。 

このような視点から、本市の景観形成の目標を以下のとおり掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 景観計画区域 

本市において、広範囲にわたり広がる自然環境や、各地に点在する歴史的背景を持つ建造物等が作

り出す景観を包括的に保全し、市全体においてまとまりのある良好な景観を形成することを目的とし

て、景観法に基づく景観計画区域は市全域とします。 

 

 

 

 

「あたりまえの美」を再発見 

人と自然と歴史が織りなす、癒しのまち小郡 
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３．３ 景域区分 

地域ごとの景観特性に配慮し、良好な景観形成を推進していくために、市域を地形や自然、土地利

用のまとまりを踏まえた３つの「景域」に区分します。 

 

景

観

計

画

区

域 

景域 指定範囲の考え方 

市街地の景域 用途地域が指定されている区域、津古地区の一部の区域及び大保

地区地区計画※の区域 

田園・集落地の景域 まとまった農村集落が広がる区域 

（市街化調整区域のうち、市街地の景域及び丘の景域を除く区域） 

丘の景域 森林地域を含む丘陵部に一団の緑が広がる地域 

 

 

３．４ 景観形成重点地区 

景観計画区域の中でも、地区レベルにおいてすでに特徴ある景観を有している地区や、本市の景観

形成において今後重要な役割を有する地区等については、「景観形成重点地区」として指定し、きめ

細かな景観形成に取り組んでいくこととします。 

本計画では、筑後川流域景観計画において「河川景観保全ゾーン」として位置づけられた「宝満川

地区」、同計画において先導的な景観形成を推進するとして「景観醸成モデル地区」に位置付けられ

た「松崎地区」及び「花立山地区」、小郡市都市計画マスタープランにおいて中心拠点に位置付けら

れた「小郡駅前地区」を景観形成重点地区に指定します。 

また、これまで建築協定※等による良好な居住環境の形成等を進めてきた「丘の上住宅地区」にお

いても、住宅地区としての良好な景観形成を推進する地区として景観形成重点地区に指定します。 

 

※地区計画：まちの良好な居住環境を守り、環境の悪化を防ぐための様々なルールを決めたり、道路や公園等の位置

や規模等の計画を立てたりすることにより、住民と行政が一体となってまちづくりを進める制度。 

※建築協定：地域の住民が自発的に建築基準法の基準に上乗せしたルールを取り決めて、それらを守り合うことを制

度化したもの。地域の特性に応じたきめ細かなまちづくりのルールを定めることができる。 
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■対象区域の位置図 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

良好な景観形成に関する方針 
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第４章  良好な景観形成に関する方針 

４．１ 基本方針 

潤いのある自然や歴史を感じさせる町並み、落ち着きをもたらす良好な住宅地が作り出す、本市が独

自に持つ景観の特性を踏まえ、次の５つの基本方針を掲げ、「『あたりまえの美』を再発見 人と自然と

歴史が織りなす、癒しのまち小郡」を目指します。 

 

方針１：彩り豊かな自然景観・田園景観を守り育てる 

方針２：歴史・文化を物語る景観を生かす 

方針３：まとまりのある市街地景観を作る 

方針４：身近な暮らしの景観を整える 

方針５：多様な主体による総合力で景観形成を進める 

 

方針１：彩り豊かな自然景観・田園景観を守り育てる 

 

耳納連山の山並みを背景として、広大な田園の中をゆったりと流

れる宝満川とその支流の風景は、本市の原風景ともいえる代表的な

景観です。時間や季節の移り変わりによって、菜の花等の花々が咲

き誇る河川敷や、田植えや稲刈りの光景、麦秋となる初夏の田園、

収穫時の果樹園等、四季折々に変化するのどかな景観を見ることが

できます。 

平野部及び丘陵地にはため池も多く立地し、水辺をとりまく多様

な生物の生息地として、また、市民に潤いを与える癒しの場として、

永く親しまれています。 

また、市の東部には、「筑後富士」と呼ばれ、本市唯一の里山とし

て親しまれる花立山や、津古の森等のまとまった緑が存在し、平野

部からはこれらの丘陵地を中景・遠景として望むことができます。 

このように本市の景観の骨格となる河川と緑等の自然と、人々の

営みにより丁寧に手を加えられて整えられた田園等の風景を「彩り

豊かな自然景観･田園景観」として守り育てていきます。 

 

 

▲宝満川 

▲花立山と田園 
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方針２：歴史・文化を物語る景観を生かす 

 

古くから栄えてきた本市では、各時代の歴史・文化を物語る建造物、

史跡や豊かな伝統文化が数多く残っています。 

筑後国御原郡の郡衙跡（郡役所）と推定されている小郡官衙遺跡群

や、三国丘陵や花立山に数多く残る古墳群は、古代の歴史を今に伝え

る重要な史跡です。 

江戸時代には参勤交代の行列が往来した薩摩街道沿いの宿場町・松

崎地区には、現在でも旅籠油屋をはじめとする旅籠建築や南北の構口

等の歴史的建造物が残されており、枡形※や桜馬場は当時の宿場町の

風情を今に伝えています。 

また、市内には多くの神社・仏閣も点在し、祭りや年中行事ととも

に地域の文化を育んできました。 

多くの史跡や歴史を感じさせる建造物と町並み、伝統的な祭りや行

事は、地域の景観を構成する重要な要素となっています。そのため、

これらの歴史的・文化的資源が持つ価値を再評価し、適切に保全する

ことにより後世へと継承し、地域固有の魅力的な「歴史・文化を物語

る景観」を活用していきます。 

 

 

 

方針３：まとまりのある市街地景観を作る 

 

西鉄小郡駅周辺の地区は、行政や商業、公共交通の結節点として

複合的な機能を有した本市の玄関口であり、地域密着型の店舗や事

業所、集合住宅等が集積しています。同地区は、本市のシンボル的

空間として更なる賑わいの創出を図るとともに、「まちの顔」と呼ぶ

にふさわしい品格ある街並みを形成していきます。 

更に、国道や主要地方道等の幹線道路からの眺めや、西鉄天神大

牟田線や甘木鉄道といった各種鉄道からの眺めは、市民のみならず

本市を訪れる多くの人々が目にするシークエンス景観※です。道路・

鉄道ルートからの見え方に配慮し、周囲に広がる自然や田園等と建

物や屋外広告物等が調和した沿道・沿線の景観の保全・形成を図り

ます。 

このように多くの人が目にする本市のシンボル的な場所や、特徴

的な道路や鉄道からの眺めの中に「賑わいの中に秩序を感じる景観」

を創出していきます。 

 

▲松崎地区の町並み 

▲小郡官衙遺跡 

▲西鉄小郡駅前の街並み 

▲大保古川線の街並み 

※枡形：道をわざと直角に曲げて見通しをさえぎり、人馬のスムーズな進入を防ぐ仕組み。 

※シークエンス景観：視点の移動に伴い、継続的に変化する景観。 
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方針４：身近な暮らしの景観を整える 

 

交通利便性の高さから近年宅地開発が進められている本市は、ベ

ッドタウンとして多くの定住人口を抱えています。特に、北部にお

いて計画的に開発された住宅地では、津古の森やため池周辺の水と

緑を背景として、個々の住宅による敷地前面の緑化等により、県内

有数の良好な住環境が形成されています。 

また、広大な農地が広がる南部の田園地帯においては、屋敷林と

家並み、鎮守の森として大切にされている社寺林、雑木林、ため池、

水路等からなる穏やかな農村集落が形成されており、生業と結びつ

いた暮らしの景観が見られます。 

このように本市は、都市化に伴い新たに開発された住宅地と古く

から親しまれている昔ながらの集落が並存した住宅都市として、新

旧の調和が取れた住環境を有しています。そのため、地域の個性に

合わせた景観形成のルール作りを行うとともに、緑化や花植え、清

掃等の身の回りの景観形成の取組を推進することにより、「身近な暮

らしの景観」を美しく整えていきます。 

 

 

 

方針５：多様な主体による総合力で景観形成を進める 

 

本市の景観は、市民、行政、地域団体、事業者等皆の関わりの中

で育まれます。より多くの人々が景観形成に関心を持ち、各主体が

身近なところからできることを着実に取り組んでいくことが重要

です。 

 このため、市民や事業者等に対し、景観形成に関する情報発信や

景観形成につながる活動への支援を図ることで、景観形成に対する

意識の啓発・醸成に取り組むとともに、地域の景観づくり活動の担

い手となる人材育成に取り組みます。 

また、景観形成においては、公共事業を行う行政の関わりも大き

いことから、行政職員の意識と知識の醸成を促すとともに、庁内に

おける組織横断的な連携体制を構築して、良好な景観形成につなが

る事業等を推進していきます。 

このように、各主体が景観形成の重要な担い手であるという意識

を常に持ち、継続的に取り組んでいくことで、総合力による本市ら

しい景観形成を進めていきます。 

 

▲丘陵市街地の街並み 

▲田園集落 

▲桜馬場 

▲竹きりのボランティア活動 
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４．２  景域別の基本方針 

市街地の景域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特性と課題】 

●幹線道路沿道には店舗、公共施設、住宅等様々な用途・規模の建物が立地しています。 

西鉄天神大牟田線沿線、国道５００号、主要地方道久留米小郡線、原田駅東福童線等の沿道では、

その交通利便性の高さから店舗、公共施設、マンション、戸建住宅等が建ち並び、周辺地域の利用者

を対象とした身近な商業地が形成されています。建物の規模は様々で、配置に連続性が無い場合も多

いため、雑然とした印象を与える景観も見受けられます。 

 

●市街地内の神社や遺跡、公園等が魅力的な景観資源となっています。 

小郡官衙遺跡公園や御勢大霊石神社、九州歴史資料館及び三沢遺跡等は、緑が豊かで歴史・文化を

感じさせる貴重な景観資源となっています。また、江戸時代、薩摩街道ができるまで参勤交代道路で

あった横隈街道沿いでは、神社・仏閣や寺社林等が一体となった情緒あふれる町並みが残されていま

す。 

住宅地内には遺跡やため池、水辺林が点在しており、その周辺に公園が整備されている箇所も多く、

人々の憩いの場所として潤いのある景観形成に寄与しています。 

 

●幹線道路沿道等では、派手な意匠の建物や屋外広告物が目立つ存在となっています。 

幹線道路沿道や交差点部では、屋外広告物が景観及び交通安全性の阻害要因となっている場合があ

ります。また、沿道の店舗等には、派手な色彩や形態等により周辺の景観に違和感を与えるものがあ

ります。 

 

 

原田駅東福童線の街並み 

▲原田駅東福童線の街並み 
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【景観形成方針】 

歩くのが楽しくなる魅力ある街並みづくり 

○駅周辺等の商業地については、歩行者からの目線を意識し、特に建物低層部のデザインに配慮する

とともに、建物外観と調和した質の高いデザインの屋外広告物を誘導することにより、歩くのが楽

しくなる街並みの創出を図ります。 

○国道５００号、主要地方道久留米小郡線、原田駅東福童線等の主要幹線道路の沿道では、街路樹と

沿道の建物が一体となった魅力ある通りづくりを進め、誰もが心地よく通行できる街並みの形成を

図ります。 

○個々の建物や店先、通りを日常的に美しく保つとともに、建築物の屋根・外壁等は、維持管理が容

易な素材や経年変化の美しい素材で仕上げる等の配慮により、快適で美しい街並みの形成を図りま

す。 

○高速道路高架下のスペース等については、適切に緑化を施す等、歩行者が目で見て楽しむことがで

きる潤いのある景観の形成を図ります。 

 

賑わいの中に秩序を感じる沿道・沿線景観づくり 

○主要な幹線道路や鉄道の沿道・沿線では、派手な外観や色彩を競い合うのではなく、ワンポイント

のデザイン等で個性を表現する等、秩序ある景観の形成を図ります。 

○主要な幹線道路や鉄道の沿道・沿線では、屋外広告物の適切な掲出を誘導し、秩序と賑わいが調和

した景観の形成を図ります。 

○車や鉄道の車窓からの眺めが連続しながら変化することに留意し、周囲と調和した沿道・沿線景観

の保全・形成を図ります。 

 

歴史と文化を感じる景観づくり 

○小郡官衙遺跡や御勢大霊石神社、九州歴史資料館及び三沢遺跡等の歴史と文化を感じさせる資源を

保全するとともに、周辺を含めた個性豊かな景観形成を図ります。 

○横隈街道沿いの町並みは、寺社や社寺林等の資源を適切に保全するとともに、街道沿いの歴史や文

化を感じさせる町並みの保全、修復、活用を図ります。 
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田園・集落地の景域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特性と課題】 

●宝満川の恵みを受け、広大で美しい田園景観とともに穏やかな農村集落が形成されています。 

宝満川沿いの平坦な地形には、耳納連山の山並みを背景とした彩り豊かで美しい田園景観が広がっ

ています。田園の中には、屋敷林と家並み、鎮守の森として大切にされている社寺林、雑木林、ため

池、水路等からなる穏やかな農村集落が形成され、生業と結びついた暮らしの景観が見られます。 

 

●旧街道沿いや集落等に、歴史的な景観資源が点在しています。 

江戸時代に整備された薩摩街道沿いでは、在郷町が形成された古飯地区等、現在も往時の賑わいを

偲ばせる歴史的な建造物や町並みが残されています。 

また、田園地帯の各集落では、七夕神社や老松宮、大中臣神社、天忍穂耳神社等の特徴的な神社・

仏閣が祀られており、地域のシンボル的な景観として、祭りや年中行事とともに地域の文化を育んで

います。 

 

●インターチェンジ周辺や主要幹線道路沿道で、工場等の立地が進んでいます。 

筑後小郡 IC周辺や主要地方道久留米筑紫野線沿道では、その交通利便性の高さから、上岩田工業

団地、干潟工業団地が立地しています。 

大規模な工場や倉庫の大きな壁面は殺風景になりがちであるため、周辺と調和したデザインや敷地

内の積極的な緑化等が望まれます。 

 

●従来想定されなかった様々な土地利用が行われています。 

田園地帯の中にゴミの不法投棄や、太陽光発電設備、資材置き場及び駐車場等の設置が見られます。

これらは、よりよい景観形成や生活環境を守る観点からも課題となっています。 

▲田園と集落地の風景 
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【景観形成方針】 

美しい田園景観の保全 

○持続的な営農環境の形成を図りながら、無秩序な開発を抑制することにより、美しい農地の保全を

図ります。 

○建築物や農地の適切な管理はもとより、生垣、敷地際の手入れや掃除等日常からの維持管理により、

快適で美しい景観の保全を図ります。 

 

ゆとりと潤いのある集落環境づくり 

○広々とした農地を背景に、中低層建築物からなる集落、屋敷林や社寺林、河川や水路からなる田園

景観の構成を意識し、将来にわたり変わらない景観として適切に保全を図ります。 

○集落地では、個々の敷地における植樹、生垣や花壇等の設置、ゆとりある敷地利用等を意識するこ

とにより、それぞれの地区の特性に応じた、快適で緑豊かな景観形成を図ります。 

○水路及びため池と水辺林、公園等の緑は、人々に潤いと安らぎを与える要素として適切な保全を図

ります。 

 

歴史と文化を感じる景観づくり 

○それぞれの集落内にある神社・仏閣等歴史・文化を今に伝える景観資源を保全するとともに、周辺

を含めた個性豊かな景観形成を図ります。 

○古飯地区等における旧薩摩街道沿いの町並みは、旅籠や町家、神社・仏閣等の歴史的資源を適切に

保全するとともに、街道沿いの歴史や文化を感じさせる町並みの保全、修復、活用を図ります。 

 

周辺環境に配慮した工業景観づくり 

○既存の上岩田、干潟の2つの工業団地及びそれらを連絡する主要地方道久留米筑紫野線の沿道にお

いては、工場地内における積極的な緑化を推進し、田園景観と調和した景観形成を図ります。 

○大規模な壁面が周囲に与える圧迫感を最小限にするよう、適切な処理及び修景を誘導し、周囲との

調和を図ります。 
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丘の景域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特性と課題】 

●樹林地のまとまった緑が、豊かな緑を感じられる景観を形成しています。 

市北西部の丘陵地は、脊振山系から派生した、通称「三国丘陵」と呼ばれる八つ手状になった舌状
ぜつじょう

丘陵の東端部に位置しています。現存する津古の森や周辺森林は、平坦な市街地や田園部からまとま

った緑として眺められる対象となっており、豊かな緑を身近に感じられる景観となっています。また、

これらの樹林地は、生態系の保全や生活に潤いを与える貴重な資源としても重要です。 

近年、津古の森周辺の森林については、大規模な宅地開発が進み、森林が減少した経緯があります。

その一部は地域森林計画対象民有林となっていますが、民有地であることから積極的な保全策が求め

られます。 

 

【景観形成方針】 

多種多様な生物との共生を支える自然環境の保全 

○小郡カンツリー倶楽部、津古の森等からなる豊かな緑は、多種多様な生物の生息地として貴重な自

然環境であるとともに、市街地や田園部から常に背景の緑として見られる対象であることから、開

発等による自然環境への影響を最小限に抑え、樹林地の保全を図ります。 

 

自然に親しむ場づくり 

○津古の森は、豊かな自然を楽しむことのできる貴重なレクリエーションの場として、自然景観の保

全・活用を促進します。 

▲津古の森 
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４．３  景観形成重点地区別の基本方針 

（１）小郡駅前地区 

 

【地区の概要】 

小郡駅前地区は、西鉄小郡駅と甘木鉄道小郡駅が立地し、公共交通の結節点として、また、商業、

生活、文化の中心として本市の顔となる重要な地区です。 

小郡町は、1786 年（天明 6 年）に書かれた「小郡町由来」によると、元は肥前国との境に沿

った村であったのを、田中正
まさ

利
とし

と池内又兵衛
ま た べ え

が、有馬忠頼
ただより

に集落の移動も含んだ町づくりを願い出

て、少々小高い現在の地に築かせたと伝えられています。 

近世の小郡町は江戸時代、櫨
はぜ

の木になる実から作る蝋
ろう

製品の生産と販売の在郷町として栄えてい

ました。宝永年間（1704～1711年）で68軒あった家は、1746年（延享3年）には117軒、

1784 年（天明 4 年）には 200 軒余りとなり、町の規模が大きくなっている様子が分かります。

町が大きくなってくると、高札場から南へ向けて新たな町並みが作られ、新町と名づけられました。

また、田代方面の往還を固める小郡町下番所、領内17箇所に設置されていた高札場も松崎町とと

もにありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲西鉄小郡駅前 

▲江戸時代末期ごろの小郡  資料：ふるさと小郡のあゆみ《改訂版》 
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明治維新以降には、「居蔵
い ぐ ら

造り」という防火用の厚い壁と白
しろ

漆食
しっくい

塗りの瓦葺の家屋が二十数軒建

てられ、土蔵造りの家が建ち並ぶ町並みが形成されていましたが、大正時代に彦山道を縫う形で国

道500号が整備されたことにより、当時の町並みの大部分が失われています。 

小郡の商店街は、1949年（昭和24年）頃まで新町・中町・下町が中心でしたが、それ以降は

交通の中心が街道から鉄道へと代わったことを受け、徐々に西鉄小郡駅に近い東町・上町が取って

代わり、銀行、劇場、浴場、電気器具店、日用品店等からなる商店街が形成されていきました。 

1957年（昭和32年）頃、西鉄小郡駅駅舎及びホームが国道500号南側から現在地に移転し

たこと等を受けて、国道500号北側の14.4haを小郡の玄関口にふさわしい市街地として整備す

るため、小郡駅前土地区画整理事業が1959年（昭和34年）に都市計画決定されました。 

現在は、新しい市街地に隣り合う場所に社寺や歴史的建造物が残っており、時代の積み重ねを感

じることができます。 

 

 

 

 

 

 

▲昭和 20年ごろの小郡商店街 ▲昭和 28年ごろの小郡商店街 

資料：ふるさと小郡のあゆみ《改訂版》 

▲新町の往還の記録   資料：寺福童旧往還記 
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【地区の位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲旧小郡村役場 ▲新町の旧往還の町並み ▲平田家住宅 

（市指定有形文化財） 

▲西鉄小郡駅 ▲西鉄小郡駅前線 ▲祇園神社 
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【特性と課題】 

●本市の玄関口として交流と賑わいのある駅前の景観づくりが求められています。 

西鉄小郡駅と甘木鉄道小郡駅の交通結節点に位置し、商業、生活、文化の中心となる本市の玄関口

的な空間です。 

駅前地区は、土地区画整理事業が一部の地区を除いて完了し、ゆとりある歩行空間の形成が進めら

れています。地区の賑わいづくりとあわせ、沿道建物の色彩、スカイライン※、広告物等が良好な景

観形成を促進することが望まれます。 

●道路や街路樹、公共公益建築物等の質的向上が期待されます。 

道路や街路樹、公共建築物等の公共施設は、景観の背景となったり、時には地域のシンボルとなっ

たりする等、景観を構成する主要な要素のひとつといえます。 

鉄道駅、高速バス停の各駅相互間の連絡性向上とあわせ、本市の顔として魅力ある駅前広場の整備

が求められます。また、街路樹を適切に配置する等、潤いある道路景観を作ることが期待されます。 

 

【景観形成方針】 

本市の顔となる風格のある景観づくり 

○駅周辺の業務施設や公共公益施設が集まる市街地では、商業地の賑わいを連続させるとともに、市

の顔としての風格のある空間づくりを進めます。 

○地区内の幹線道路では、地域性を考慮した街路樹の植栽や施設整備等、質の高い空間づくりを推進

します。 

賑わいのある街並み景観の形成に向けたルールづくり 

○小郡駅前地区の主要な通り沿いでは、活性化と併せて、商業ビル、マンションの高さや形態・意匠

に関するルールを定め、積極的に街並みづくりを図ります。 

歴史的資源を活用・保全する景観づくり 

○小郡駅前地区には、歴史を感じさせる建造物が点在しています。（例：平田家住宅、祇園神社、實

相寺、旧小郡村役場） 

このような歴史的・文化的建造物を適切に保全するとともに、周辺においては、これらと調和の取

れた街並みが形成されるよう誘導します。 

 

※スカイライン：山並みの稜線等の地形、建築や建築群が作る輪郭と空を背景とした境界線のこと。 

                                                               

                                                               
【コラム①「あたりまえの美」を感じさせる歴史資源】 

□小郡地区に残る歴史的建造物（平田家住宅） 

「平田家住宅」は、幕末から明治時代の初めごろに建てられま

した。現在も、通りに面して見事な門が残っています。敷地内に

は、明治12年に再建された主屋と座敷１棟、昭和初期から作ら

れた２棟の座敷、中国の山水画を思わせる庭園や数奇屋造りの茶

室等が現存し、当時のたたずまいを残しています。 

当時の当主平田伍三郎高徳は、当時小郡村の中心産業であった

木蝋
もくろう

の取引等を行って富をなし、明治26年には伍盟
ご め い

銀行を設立

して、小郡発展の中心人物となりました。 

平田家住宅は、建物の価値だけでなく、近代における本市の経

済発展の歴史を知る上でも、貴重な歴史資源となっています。 

 

▲国道 500 号沿いに残る冠木門と瓦塀 

▲太鼓橋でつながる座敷 
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（２）丘の上住宅地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区の概要】 

福岡・久留米両都市圏の人口急増に対処し、良好な生活環境が満たされた住宅地を大量に供給す

るため、本市西北丘陵地一帯及び筑紫野市域にまたがる 701ha（本市 298ha）をニュータウン

として開発する構想が1981年（昭和56年）に都市計画決定され、現在までに「三国が丘」、「希

みが丘」、「美鈴が丘」、「美鈴の杜」、「あすみ」といった住宅団地が開発されてきました。 

市の北西部に位置する「希みが丘」、「美鈴が丘」は、大部分が標高 40ｍ以上の小高い丘の上に

立地しており、周囲の田園地域から背景の緑とともに特徴ある景観を作り出しています。また、「三

国が丘」では、駅周辺の利便性の高さを生かし、商業・業務施設や中高層マンション等が立地して

います。「美鈴の杜」では平坦な地形に戸建て住宅が集積し、「あすみ」は最も新しく開発された住

宅団地として低・中・高層住宅が立地する等、地区ごとに特色ある街並みが形成されています。 

これらの住宅地では、一部の地域で建築協定や地区計画が締結されており、道路からゆとりを持

って建物を建てることや、植栽による修景がなされる等、地区全体の景観に潤いを与えています。 

 

 

 

 

▲丘の上住宅 

▲美鈴の杜の街並み ▲三国が丘の街並み ▲希みが丘の街並み 

▲あすみの街並み ▲美鈴が丘の街並み ▲勝負坂公園 
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【地区の位置図】 

 

② 
① 

▲拡大図① 

▲拡大図② 
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【特性と課題】 

●緑や自然、静けさのある郊外住宅地であることが特徴です。 

丘の上住宅地区は、閑静な郊外の住宅地として発達してきました。地区内の住宅では、ガーデニン

グや生垣等の緑で修景されているところが多くあります。また、地区内の池の周囲には地元住民が管

理する森林（里山）が残されているところもあり、比較的身近に自然とふれあえる機会が多いことが

特徴です。 

今後とも、ゆとりがあり、緑にあふれた、静かな住宅地の環境を守り、育てていく必要があります。 

●三国が丘駅は、住宅地開発等により駅利用者の増加が期待されます。 

西鉄三国が丘駅の西側では新たな住宅地開発が行われており、今後更に駅利用者が増加することが

予想されます。また、駅東側にはロータリーがあり、商業・業務施設や中高層マンション等が立地す

る等、賑わいのある商業地の形成が期待されます。 

 

【景観形成方針】 

住宅地における潤いある緑の景観づくり 

○既存樹木や樹林の保全、ガーデニングや生垣等による緑化を促進し、緑の多い住宅地の景観づくり

を進めます。 

○街路樹や公園・広場等の公共の緑についても、樹種の選定や管理に対する住民参加を進め、住む人

のまちへの愛着を育む緑化を進めます。 

景観協定等に基づくまちのルールづくり 

○景観協定の締結や緑化助成制度等の新設を検討し、緑化の誘導等、背景の樹林地と調和した緑豊か

な住宅地として維持・育成を進めます。 

三国が丘駅周辺における賑わいづくり 

○三国が丘駅周辺地区において、商業・業務機能の集積や交通結節機能の拡充等を促進するとともに、

駅利用者等のニーズに応じた周辺と調和した景観形成を検討します。 

【コラム②「あたりまえの美」を感じさせる景観】 

□緑の景観形成による資産価値の向上（丘の上住宅地区） 

緑の多い住環境は「やすらぎ」や「潤い」を感じ

させることから、住まいのチラシやパンフレットに

は、「緑豊かな環境」がアピールされます。丘の上住

宅地においても、木々が生い茂る近隣の森林や敷地

内の植栽等を魅力のひとつとして紹介するケースが

見られます。 

緑が多い住宅地は人気も高く、その付加価値は不

動産価格にも影響を及ぼしています。福岡県地価調

査によると、福岡県の住宅地地価は過去１０年で毎

年１～４％程度下落していますが、丘の上住宅地の

地価はほとんど下落していないことからも、緑豊か

な良好な住環境を作り出す景観は、資産価値の向上に

つながっているといえます。 

▲緑豊かな丘の上住宅地区の街並み 
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（３）松崎地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区の概要】 

松崎地区は、江戸時代から薩摩街道の宿場町として栄えた、およそ 350 年の歴史を持つ集落で

す。明治以降は宿駅
しゅくえき

制度が廃止され交通の要衝としての役割を終えましたが、その後も三井地域の

中心的な地区として繁栄してきました。 

現在も松崎地区には、旅籠
は た ご

油屋
あぶらや

をはじめ、鶴小屋等の旅籠建築、枡形の道路、構口等の歴史的建

造物が残り、各時代の歴史的な雰囲気を感じることができます。 

また、松崎宿から旧松崎城につながる大手筋であった桜馬場には山桜が立ち並び、四季の移ろい

を感じさせてくれます。近年では、松崎に生まれ「文学散歩」等で有名な野田宇太郎の文学碑が整

備され、毎年10 月に生誕祭が開催されています。 

松崎地区では、これらの歴史的資源の保全に向けた様々な活動が行なわれてきました。特に

1991年（平成3年）の台風19号による被害を受け取り壊されそうになった油屋は、地域の人々

による運動をきっかけに市が保存する事を決定し、現在復原工事が行なわれています。 

このような歴史・文化を背景とした松崎地区の景観を守り育てるために、2008年（平成20年）

には「松崎景観憲章」が策定され、「文学と街道の歴史の香りがする、歩いて楽しい『景観まちづ

くり』」が進められています。 

 

 

 

 

 

▲旅籠油屋 

▲松崎景観憲章 
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▲旅籠油屋 

（市指定有形文化財） 

▲旅籠鶴小屋 ▲宿場北側の構口 

（市指定有形文化財） 

▲桜の馬場の桜並木 ▲野田宇太郎文学碑 ▲中町の恵比寿さん 

【地区の位置図】 
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【特性と課題】 

●歴史的資源を生かしたまちづくりが行われています。 

松崎地区は、薩摩街道の宿場町として、江戸時代からおよそ350年の歴史を持つ集落です。現在も

旅籠油屋をはじめ、鶴小屋等の旅籠建築、構口等の歴史的建造物が残っています。 

近年では、旅籠油屋の復原が進められ、歴史的資源を生かしたまちづくりが進められています。 

●建物の老朽化や空き家・空き地の増加等により、歴史的町並み景観が失われつつあります。 

現在、松崎地区は人口減少や高齢化の急速な進展とともに、建物の老朽化や空き家・空き地等の増

加が見られ、地区の賑わいや歴史的な町並みの景観が失われつつあります。 

地区の人口減少等の課題を解決する手法のひとつとして、市街化調整区域における地区計画制度の

導入が検討されています。制度導入により人口減少に歯止めがかかることが期待される一方、今後は

住宅の建設等により歴史的景観が変化していく可能性もあります。 

 

【景観形成方針】 

歴史的資源の維持・継承 

○各種法制度や事業を活用し、松崎地区に残る歴史的・文化的資産の保存・保全及び復原・修復を図

るとともに、所有者や管理者等との調整のもと積極的な活用を図ります。 

○地域主体の景観まちづくりを促進するとともに、その仕組みを生かした空間整備や町並み景観づく

りを推進します。 

○旧薩摩街道や桜馬場の沿道において、ハード面及びソフト面の双方の景観保全につながる仕組みづ

くりを検討します。 

歴史的資源と調和した町並み形成に向けたルールづくり 

○旧薩摩街道や桜馬場の沿道では、建築物・工作物の建築等にあたっては周辺の歴史的建造物に調和

した規模、形態、意匠とする等、地域の特性にふさわしい土地利用の誘導を行い、歴史的景観と調

和した景観形成に努めます。 

 

【コラム③「あたりまえの美」を守り、継承する活動】 

□歴史的景観と地元主体のまちづくり（松崎地区） 

松崎地区では、地区の高齢化の進展とともに空き家・空き地が増

え、まちの賑わいは失われつつありますが、歴史的景観資源を活用

した様々な取組によりまちの活性化が目指されています。 

平成４年、台風で破損した旅籠油屋の保存運動に向け「松崎地区

町並み保存会」が結成されたのを機に、地元主体の景観まちづくり

が進められています。 

平成 18 年度、福岡県の筑後広域風致景観のルールづくりの景観

モデル地区として地区の景観形成の方針を作成し、「文学と街道の歴

史の香りがする、歩いて楽しい『景観まちづくり』」に取り組みはじ

め、2008 年には地元「松崎景観憲章策定委員会」と連携して「松

崎景観憲章」を策定しました。 

平成 27 年には、旅籠油屋のうち中油屋が復原され、現在は油屋

主屋の復原工事が行われています。 

▲旅籠油屋土壁塗りワークショップ 

▲松崎の景観を考えるイベント 
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（４）宝満川地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区の概要】 

宝満川は、水源地宝満山から九州第一の大河である筑後川に注ぎ込むまで、その長さが31.7㎞

あり、筑後川水系で県内最長の支流です。北から南に流れ本市の中央を貫流する川で、潤いのある

豊かな景観を形成するとともに周辺農地の生産機能に大きく寄与しています。また、多様な動植物

の生息地として大きな役割を果たしています。この宝満川に口無川、高原川、宝珠川、牟田川、草

場川、鎗巻川が合流しています。 

宝満川の東側には広大な田園地帯が広がっており、季節ごとに移り変わる田園の景観は市の代表

的な風景となっています。 

また、河川敷の一部は遊歩道として整備しており、市民に潤いを与える空間となっています。宝

満川一斉清掃では例年数千人のボランティアが集まる等、自発的な維持管理がなされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宝満川 

▲稲吉堰 ▲宝満川を渡る甘木鉄道 ▲宝満川沿いに広がる田園風景 
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【地区の位置図】 
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【特性と課題】 

●宝満川と、周囲の山々と田園・集落が本市の景観の土台となっています。 

宝満川は市の中央を南北方向に流れ、河川敷の自然や周囲の山々と一体となった雄大な景観は、市

民の大切な財産として認識されています。また、宝満川は稲作を中心に重要な水を供給し、田畑を潤

してきました。特に市南部に広がる地域では、畑と屋敷林、雑木林が一体となった田園・集落地の風

景がみられ、それらが一体となり潤いのある豊かな景観を形成しています。 

宝満川は、本市らしさや地域らしさを形づくる上で大切な景観資源ですが、市街化の進展の中で、

鉄塔等の工作物の建設や宅地化が進み、宝満川を取り巻く景観は変化しつつあります。 

 

●宝満川河川敷は多様な主体により守り育てられています。 

宝満川の広い河川敷は緑が多く、市民のレクリエーション空間として活用されています。また、シ

ラサギをはじめとする多種の生物や、春には菜の花やコスモス等の植物の観察空間として市民に親し

まれています。毎年４月に行われる宝満川一斉清掃では例年数千人のボランティアが集まる等、市民

と行政の協働による維持管理がなされています。 

今後も散策路等水辺を楽しむ親水空間として育てていくとともに、多様な生態系のビオトープ※と

して保全するため、様々な主体による適切な維持管理が求められます。 

 

【景観形成方針】 

市民が日常的に自然とふれあえる河川敷づくり 

○河川敷の自然の保全・回復と自然とのふれあいのあり方を検討します。 

○地域の人々の参加を得て、河川敷の維持管理や親水空間の整備等を進めます。 

○四季折々の植物をはじめとする多種の生物にふれあえるビオトープとして保全し、活用します。 

宝満川の自然景観と調和するルールづくり 

○宝満川及びその周囲の土地利用や、建物及び工作物の建て方等を検討し、宝満川と周囲が一体とな

った自然や四季を感じられる空間を育てていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ビオトープ：動物や植物が恒常的に生息できるように造成又は復元された小規模な生息空間。 

【コラム④「あたりまえの美」を守り、育てる活動】 

□宝満川一斉清掃 

 「自分たちの川は自分たちで守り、きれいで遊べ

る川と自然を感じながら地域の人々とふれあう環

境づくり」の考えのもと、毎年宝満川の一斉清掃活

動が開催されています。 

 例年、多くの市民ボランティアが集まり、河川敷

約9.5kmを対象に、除草作業やゴミ拾いが行われ

ます。 

地域住民・団体自らが身近な河川の清掃活動を実

行することは、多くの人々が地域の景観の実情を知

るとともに、自然環境保全について考える良い機会

となっています。 

http://www.weblio.jp/content/%E5%8B%95%E7%89%A9
http://www.weblio.jp/content/%E6%A4%8D%E7%89%A9
http://www.weblio.jp/content/%E6%81%92%E5%B8%B8%E7%9A%84
http://www.weblio.jp/content/%E9%80%A0%E6%88%90
http://www.weblio.jp/content/%E5%BE%A9%E5%85%83
http://www.weblio.jp/content/%E5%B0%8F%E8%A6%8F%E6%A8%A1
http://www.weblio.jp/content/%E7%94%9F%E6%81%AF
http://www.weblio.jp/content/%E7%94%9F%E6%81%AF
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（５）花立山地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区の概要】 

花立山は、本市東部に位置し、標高130.6mの筑紫平野の中央に位置する本市唯一の里山です。

花立山は様々な呼び名をもっており、別名「城山
しろやま

」や「じょんやま」（主に筑前町で）、「山
やま

隈
ぐま

山」

等といわれ、山城があったことを物語っています。また、石器〜古代の遺物や遺跡、古墳群も多数

存在しています。 

南北朝動乱の 1359 年、懐
かね

良
なが

親王
しんのう

・菊地
き く ち

武光
たけみつ

連合の南軍と小弐頼
しょうにより

尚
ひさ

・大友連合の北軍が近くの

大保原で戦った時（大原の戦い）、小弐軍がこの城山に陣をおき、その後、小早川
こばやかわ

隆景
たかかげ

が山上に城

を築いたとされています。本丸跡は筑後の領地、二の丸跡は筑前、筑後にまたがり、三の丸は筑前

の領地でした。現在の山頂も本市及び筑前町の境となっています。 

遠くから花立山を眺めると、周囲の農地と一体となった姿は美しく、本市を代表する景観となっ

ており、頂上からは視界が開けて筑前・肥前・筑後の広範囲の地域を見渡すことができます。 

花立山の周囲は城山公園として指定されており、四季折々にツツジ、菖蒲、桜等の花が咲き、山

中には散策コースも整備され、ウォーキングを楽しんでいる姿も見られます。また、春・秋の二回、

地元有志（花立山を楽しむ会）により茶会や収穫祭等の様々なイベントが催される等、市民の憩い

の場として活用されています。 

 

▲花立山 
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【地区の位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲花立山山頂から望む 

脊振山系 

▲花立山穴観音古墳 

（県指定史跡） 

▲城山公園の且田ヶ浦堤と 

花立山 

▲城山公園 

▲小郡運動公園付近から見る 

花立山 

▲花立山山麓のため池 
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【特性と課題】 

●花立山の豊かな緑と周辺農地の景観は、本市のシンボルとなっています。 

花立山は「筑後富士」とも呼ばれており、なだらかなすそ野は優美で、四季を感じさせてくれる緑

の拠点、市のシンボルとして大切にされています。 

また、市民ボランティアによる里山保全、市による土地賃借による環境保全等、多様な主体による

維持管理がなされています。 

 

●花立山の眺望を生かした景観づくりが求められています。 

周囲には大きな建物はなく、周辺からの花立山への眺望が確保されていますが、近年、鉄塔等の工

作物の建設により、眺望景観が損なわれるケースも見受けられます。 

また、花立山山頂からの眺望点となる展望台や散策路について、適切な維持管理が求められていま

す。 

 

【景観形成方針】 

花立山の魅力を生かした眺望景観づくり 

○山頂の展望台等の主要な視点場の整備や、散策路の適切な維持管理に努めます。 

 

周辺農地の保全や工作物の配置に配慮した景観づくり 

○花立山の周辺農地の保全を図るとともに、すそ野の緑地や稜線の樹林地の景観保全を図ります。 

○花立山の眺望景観を阻害する工作物の設置についてルールを定め、積極的に眺望景観の保全を図り

ます。 

○干潟工業団地及び主要地方道久留米筑紫野線の沿道においては、工場地内における積極的な緑化を

推進するとともに、建築物や工作物が花立山への眺望景観を阻害しないよう土地利用や建築物等の

誘導を行い、周辺景観との調和を図ります。 

  

 

 

 

 

 

【コラム⑤「あたりまえの美」を守り、楽しむ活動】 

□「花立山を楽しむ会」による里山保全 

 花立山は、市内のどこからでも眺めることのできるシンボル的な

山です。多くの動植物の生息の場ともなっており、生物多様性の場

として、生態学者から高く評価されている重要な里山でもありま

す。一方で、現在は地権者の高齢化により放置される区域が増え、

竹の侵食が進んでいる箇所もあります。 

この花立山を守り続けていくために、「花立山を楽しむ会」とい

う市民団体による保全活動が行われています。楽しむ会は、平成3

年の台風被害と、その後の山林伐採をきっかけに、地元住民が山へ

の思いをつのらせて、平成 10 年 5 月に発足し、約 70 人の会員

がいます。 

 「楽しみながら山を守る」ことを目的に、登山（みんなで歩こう

花立山）や「春の茶会」、「秋の収穫祭」等のイベントを開催すると

ともに、植樹、花の植栽や下刈、散策道の整備等の活動を行い、市

民に山の魅力を発信しています。 

▲みんなで歩こう花立山 

▲植樹の取組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 

良好な景観形成のための行為の制限に関

する事項 
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第５章 良好な景観形成のための行為の制限に関する事項 

５．1  景観誘導の基本的な考え方 

本計画では、市全域で行われる、景観に与える影響が大きいと考えられる一定規模以上の建築行為

や開発行為等に対し、景域ごとの景観形成基準を定め、緩やかな景観誘導を実施します。 

また、地区レベルにおいて、すでに特徴ある景観を有している地区や、本市の景観形成において重

要な役割を有する地区等については、「景観形成重点地区」として指定し、一般基準とは別個の、地

区の特性に応じたきめ細かなルールを設け、積極的な景観形成を推進します。 

 

５．2  届出の流れ 
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５．3  届出対象行為 

良好な景観形成に向け、本市において届出の対象として景観形成基準に基づく審査の対象となる行

為は、以下のとおりとします。 

なお、景観形成重点地区では、地区の特性を考慮し、個別に適切な届出対象規模を設定します。 

 

【届出対象行為（市全域）】 

届出が必要な行為 
市街地の景域 田園・集落地の景域 丘の景域 

建

築

物 

新築、増築、改築又は移転 建築物の行為に係る部分の延床面積の合計が 500 ㎡以上

又は高さが10m以上のもの 

外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替又は色彩の変更 

上記の建築物で、外観変更に係る見付面積※の合計が全体

の見付面積の1／２以上のもの 

工

作

物 

新築、増

築、改築

又は移転 

塔状工作物※ 行為に係る工作物の高さが10m以上のもの 

※ただし電柱を除く（無彩色のものに限る） 

製造施設、貯蔵施設、

処理施設、遊戯施設、

太陽光発電設備等 

行為に係る工作物の高さが10m以上又は築造面積が500

㎡以上のもの 

垣、柵、塀、擁壁 行為に係る工作物の高さが5m以上のもの 

外観を変更することとなる修繕若

しくは模様替又は色彩の変更 

上記の工作物で、外観変更に係る見付面積の合計が全体の

見付面積の１／２以上のもの 

（３）都市計画法に基づく開発行為 行為に係る土地の

面 積 の 合 計 が

1,000 ㎡以上のも

の 

行為に係る土地の面積の合計が

3,000㎡以上のもの 

（４）土地の開墾、土石の採取、鉱物の

掘採その他の土地の形質の変更 

行為に係る土地の

面 積 の 合 計 が

1,000 ㎡以上のも

の 

行為に係る土地の面積の合計が

3,000㎡以上のもの 

（５）外観照明 

夜間において一定の期間継続して建築

物その他の工作物の外観について行う

照明 

届出対象建築物又は届出対象工作物の外観について照射す

る照明 

※見付面積：建築物（工作物）の張り間方向又はけた行方向の鉛直投影面積（建築基準法施行令第 46 条第4 項）。 

※塔状工作物：煙突、鉄筋コンクリートの柱、鉄柱、木柱、装飾塔、記念塔、高架水槽、サイロ及び物見塔 
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【届出対象行為（景観形成重点地区）】 

１）小郡駅前地区 

地区内の景観特性に応じて、「歴史的景観形成地区」、「賑わい景観創出地区」に区分し、それぞれ

届出対象の規模を定めます。 

「歴史的景観形成地区」は、「旧小郡村役場」や「平田家住宅」、「三根家住宅」をはじめとする歴

史的建造物や神社・寺院等が立地しており、これらの歴史的資源を生かしたきめ細かな景観誘導を図

っていく必要があることから、届出対象は規模に関わらず全てのものとします。 

「賑わい景観創出地区」は、市街地の景域の届出対象規模に準拠します。 

 

届出が必要な行為 歴史的景観形成地区 賑わい景観創出地区 

建

築

物 

新築、増築、改築又は移転 規模に関わらず全てのもの 建築物の行為に係る部分の延床

面積の合計が 500 ㎡以上又は

高さが10m以上のもの 

外観を変更することとな

る修繕若しくは模様替又

は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 上記の建築物で、外観変更に係

る見付面積の合計が全体の見付

面積の1／２以上のもの 

工

作

物 

新築、

増築、

改築又

は移転 

塔状工作物 規模に関わらず全てのもの 行為に係る工作物の高さが

10m以上のもの 

製造施設、貯蔵

施設、処理施設、

遊戯施設、太陽

光発電設備等 

規模に関わらず全てのもの 行為に係る工作物の高さが

10m 以上又は築造面積が 500

㎡以上のもの 

垣、柵、塀、擁

壁 

規模に関わらず全てのもの 行為に係る工作物の高さが 5m

以上のもの 

外観を変更することとな

る修繕若しくは模様替又

は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 上記の工作物で、外観変更に係

る見付面積の合計が全体の見付

面積の１／２以上のもの 

（３）都市計画法に基づく開発

行為 

規模に関わらず全てのもの 行為に係る土地の面積の合計が

1,000㎡以上のもの 

（４）土地の開墾、土石の採取、

鉱物の掘採その他の土地の形

質の変更 

規模に関わらず全てのもの 行為に係る土地の面積の合計が

1,000㎡以上のもの 

（５）外観照明 

夜間において一定の期間継続

して建築物その他の工作物の

外観について行う照明 

届出対象建築物又は届出対象工作物の外観について照射する照明 
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▲小郡駅前地区 区分図 

 

 

▲小郡駅前地区 区分図 
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２）丘の上住宅地区 

本地区は、良好で緑豊かな住宅地の景観の保全・形成を積極的に図っていく必要があることから、

届出対象は規模に関わらず全てのものとします。 

 

届出が必要な行為 対象規模 

建

築

物 

新築、増築、改築又は移転 規模に関わらず全てのもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 

工

作

物 

新築、増

築、改築

又は移転 

塔状工作物 規模に関わらず全てのもの 

製造施設、貯蔵施設、処理

施設、遊戯施設、太陽光発

電設備等 

規模に関わらず全てのもの 

垣、柵、塀、擁壁 規模に関わらず全てのもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 

（３）都市計画法に基づく開発行為 規模に関わらず全てのもの 

（４）土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘

採その他の土地の形質の変更 

規模に関わらず全てのもの 

（５）外観照明 

夜間において一定の期間継続して建築物そ

の他の工作物の外観について行う照明 

届出対象建築物又は届出対象工作物の外観について

照射する照明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲丘の上住宅地区 位置図 
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                                               【拡大図①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【拡大図②】  



59 

 

３）松崎地区 

本地区は市街化調整区域に位置し、当該地区を含む区域を対象とした地区計画を策定しているとこ

ろです。地区計画との整合を図りつつ、歴史的資源を生かしたきめ細かな景観誘導を図っていくこと

が必要であることから、届出対象は規模に関わらず全てのものとします。 

 

届出が必要な行為 対象規模 

建

築

物 

新築、増築、改築又は移転 規模に関わらず全てのもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 

工

作

物 

新築、増

築、改築

又は移転 

塔状工作物 規模に関わらず全てのもの 

製造施設、貯蔵施設、処理

施設、遊戯施設、太陽光発

電設備等 

規模に関わらず全てのもの 

垣、柵、塀、擁壁 規模に関わらず全てのもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 

（３）都市計画法に基づく開発行為 規模に関わらず全てのもの 

（４）土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘

採その他の土地の形質の変更 

規模に関わらず全てのもの 

（５）外観照明 

夜間において一定の期間継続して建築物そ

の他の工作物の外観について行う照明 

届出対象建築物又は届出対象工作物の外観について

照射する照明 

 

▲松崎地区 位置図 
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４）宝満川地区 

田園・集落地の景域の届出対象規模に準拠します。 

 

届出が必要な行為 対象規模 

建

築

物 

新築、増築、改築又は移転 建築物の行為に係る部分の延床面積の合計が 500 ㎡

以上又は高さが10m以上のもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

上記の建築物で、外観変更に係る見付面積の合計が全

体の見付面積の1／２以上のもの 

工

作

物 

新築、増

築、改築

又は移転 

塔状工作物 行為に係る工作物の高さが10m以上のもの 

製造施設、貯蔵施設、処理

施設、遊戯施設、太陽光発

電設備等 

行為に係る工作物の高さが 10m 以上又は築造面積が

500㎡以上のもの 

垣、柵、塀、擁壁 行為に係る工作物の高さが5m以上のもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

上記の工作物で、外観変更に係る見付面積の合計が全

体の見付面積の１／２以上のもの 

（３）都市計画法に基づく開発行為 行為に係る土地の面積の合計が3,000㎡以上のもの 

（４）土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘

採その他の土地の形質の変更 

行為に係る土地の面積の合計が3,000㎡以上のもの 

（５）外観照明 

夜間において一定の期間継続して建築物そ

の他の工作物の外観について行う照明 

届出対象建築物又は届出対象工作物の外観について

照射する照明 
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▲宝満川地区 位置図① 
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▲宝満川地区 位置図② 
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▲宝満川地区 位置図③ 
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５）花立山地区 

本地区は市街化調整区域に位置しますが、樹林からなる緑の景観の保全を目的とした制限は現段階

で行われていません。そのため、緑豊かな樹林地の適切な保全を図るためにも、届出対象は規模に関

わらず全てのものとします。 

 

届出が必要な行為 対象規模 

建

築

物 

新築、増築、改築又は移転 規模に関わらず全てのもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 

工

作

物 

新築、増

築、改築

又は移転 

塔状工作物 規模に関わらず全てのもの 

製造施設、貯蔵施設、処理

施設、遊戯施設、太陽光発

電設備等 

規模に関わらず全てのもの 

垣、柵、塀、擁壁 規模に関わらず全てのもの 

外観を変更することとなる修繕若し

くは模様替又は色彩の変更 

規模に関わらず全てのもの 

（３）都市計画法に基づく開発行為 規模に関わらず全てのもの 

（４）土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘

採その他の土地の形質の変更 

規模に関わらず全てのもの 

（５）外観照明 

夜間において一定の期間継続して建築物そ

の他の工作物の外観について行う照明 

届出対象建築物又は届出対象工作物の外観について

照射する照明 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲花立山地区 位置図 
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５．4  景域別の景観形成基準 

市街地の景域 

 

市街地の景域 景観形成基準 

建築物 

 

配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮した配置とする。 

□既存の建築物等の配置の特徴を把握し、街並みとの調和に配慮

した配置とする。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□商業系市街地では、多くの人々が集い賑わう場所の特性を踏ま

え、周辺の建物や歩道・街路樹等の歩行者空間と調和した形態・

意匠とする。 

□住居系市街地では、周囲から突出する奇抜なものは避ける。 

□歴史的な町並みを有する地区では、地区の特性に沿った形態・

意匠とする。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、統一感のある配色とする。 

□外壁基調色：有彩色は彩度6.0以下 

□屋根色：有彩色は彩度4.0 以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

□駐車場・駐輪場は可能な限り通りから見えない位置に配置する。

通りから望見できる位置に配置する場合、平面駐車場・駐輪場

は、緑化等（周囲や舗装面）により修景する。 

工作物 

 

配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮した配置とする。 

□既存の建築物等の配置の特徴を把握し、街並みとの調和に配慮

した配置とする。 
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工作物 形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□商業系市街地では、多くの人々が集い賑わう場所の特性を踏ま

え、周辺の建物や歩道・街路樹等の歩行者空間と調和した形態・

意匠とする。 

□住居系市街地では、周囲から突出する奇抜なものは避ける。 

□歴史的な町並みを有する地区では、地区の特性に沿った形態・

意匠とする。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

色彩 □工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□まとまった緑や雑木林、社寺林等は、できる限り維持・保全す

る。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 
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田園・集落地の景域 

 

田園・集落地の景域 景観形成基準 

建築物 配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮した配置とする。 

□既存の建築物等の配置の特徴を把握し、田園や集落地との調和

に配慮した配置とする。 

□花立山山頂等主要な眺望点から見た場合に、眺望景観を阻害し

ないよう配置を工夫する。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□周辺に広がる田園景観に調和するよう、低層の建築物を基本と

する。 

□ランドマークとなっている山や山並みと調和した形態・意匠と

する。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、統一感のある配色とする。 

□外壁基調色：有彩色は彩度4.0以下 

□屋根色：有彩色は明度7.5 以下・彩度4.0 以下 

無彩色は明度7.5以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

工作物 配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮した配置とする。 

□既存の建築物等の配置の特徴を把握し、田園や集落地との調和

に配慮した配置とする。 

□花立山山頂等主要な眺望点から見た場合に、眺望景観を阻害し

ないよう配置を工夫する。 
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工作物 形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□周辺に広がる田園景観と調和するよう、形態意匠を工夫する。 

□ランドマークとなっている山や山並みと調和した形態・意匠と

する。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

色彩 □工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□田園の中の一団にまとまった緑や雑木林、社寺林、河川や水路

沿いの樹林や灌木、木竹等は、できる限り維持・保全する。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 
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丘の景域 

 

丘の景域 景観形成基準 

建築物 配置 □緩やかに起伏する地形に馴染む配置とする。 

□花立山山頂等主要な眺望点から見た場合に、眺望景観を阻害し

ないよう配置を工夫する。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□ふもとの田園地域から見た際、脊振山系や丘陵地の稜線を切る

ような高層建築・大型建築はできるだけ避け、低層の建築物を

基本とする。 

□脊振山系や丘陵地と馴染むよう、勾配屋根を設置する等、形態・

意匠に配慮する。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、茶系や無彩色等周囲や背景の

緑・自然景観に溶け込むような配色に努める。 

□外壁基調色：有彩色は彩度4.0以下 

□屋根色：有彩色は明度7.5 以下・彩度4.0 以下 

無彩色は明度7.5以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□敷地境界部（特に斜面側）では、できる限り多くの樹木や花壇

等による植栽を施す。 

工作物 配置 □緩やかに起伏する地形に馴染む配置とする。 

□花立山山頂等主要な眺望点から見た場合に、眺望景観を阻害し

ないよう配置を工夫する。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□脊振山系や丘陵地と馴染む形態・意匠とする。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

 

 



70 

 

工作物 形態・ 

意匠・ 

色彩 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、茶系や無彩色等周囲や背景の

緑・自然景観に溶け込むような配色に努める。 

□工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□敷地境界部（特に斜面側）では、できる限り多くの樹木や花壇

等による植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□まとまった斜面地の樹林帯は、できる限り保全する。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 



71 

 

５．5  景観形成重点地区別の景観形成基準 

小郡駅前地区 

 

ア）歴史的景観形成地区 

歴史的景観形成地区 景観形成基準 

建築物 

 

配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林等に配

慮し、これらを生かす配置とする。 

□歴史的建造物が面する通りについては、道路に面して建築や塀

等が建ち並ぶ配置を基本とし、通りの町並みとの調和を図る。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□歴史的資源や社寺林等の自然環境と調和した落ち着きのある形

態・意匠とする。 

□主要な道路に面する建物の外壁面は、おおむね通りに面して連

続性を確保する。やむを得ず建物を後退させる場合は、町並み

を著しく損なわないよう垣・柵等を設ける。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、統一感のある配色とする。 

□外壁基調色：有彩色は彩度４.0以下 

□屋根色：有彩色は明度7.5 以下・彩度4.0 以下 

     無彩色は明度7.5 以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

□駐車場・駐輪場は可能な限り通りから見えない位置に配置する。

通りから望見できる位置に配置する場合、平面駐車場・駐輪場

は、緑化等（周囲や舗装面）により修景する。 
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工作物 

 

配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林等に配

慮し、これらを生かす配置とする。 

□歴史的建造物が面する通りについては、道路に面して建築や塀

等が建ち並ぶ配置を基本とし、通りの町並みとの調和を図る。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□歴史的資源や社寺林等の自然環境と調和した落ち着きのある形

態・意匠とする。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

色彩 □工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

緑化 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□まとまった緑や雑木林、社寺林等は、できる限り維持・保全す

る。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 
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イ）賑わい景観創出地区 

賑わい景観創出地区 景観形成基準 

建築物 

 

配置 □既存の建築物等の配置の特徴を把握し、地域の顔となるような

魅力ある街並みの形成に配慮した建築物の配置とする。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□駅前の通りでは、多くの人々が集い賑わう場所の特性を踏まえ、

建物の建ち並びや、歩道や街路樹等の歩行者空間と調和した形

態・意匠とする。 

□低層部は街ゆく人が楽しめる開放感のあるデザインとする。特

に西鉄小郡駅周辺では、路地の活用等、界隈性を演出する空間

を確保する。 

□主要な道路に面する建物の外壁面は、おおむね通りに面して連

続性を確保する。やむを得ず建物を後退させる場合は、街並み

を著しく損なわないよう垣・柵等を設ける。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

□夜間照明は、夜の賑わいを演出するようなものとする。ただし、

閃光を発するものや点滅するもの等の過度な照明は避ける。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、統一感のある配色とする。 

□外壁基調色：有彩色は彩度6.0以下 

□屋根色：有彩色は彩度4.0 以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

□駐車場・駐輪場は可能な限り通りから見えない位置に配置する。

通りから望見できる位置に配置する場合、平面駐車場・駐輪場

は、緑化等（周囲や舗装面）により修景する。 
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工作物 

 

配置 □既存の建築物等の配置の特徴を把握し、地域の顔となるような

魅力ある街並みの形成に配慮した配置とする。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□駅前の通りでは、多くの人々が集い賑わう場所の特性を踏まえ、

建物の建ち並びや、歩道や街路樹等の歩行者空間と調和した形

態・意匠とする。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

色彩 □工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

緑化 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 
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丘の上住宅地区 

 

丘の上住宅地区 景観形成基準 

建築物 

 

配置 □樹林地やため池等の自然環境の保全に配慮した配置とする。 

□既存の建築物等の配置の特徴を把握し、街並みとの調和に配慮

した配置とする。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□商業系市街地では、多くの人々が集い賑わう場所の特性を踏ま

え、周辺の建物や歩道・街路樹等の歩行者空間と調和した形態・

意匠とする。 

□住居系市街地では、周囲から突出する奇抜なものは避ける。 

□脊振山系や丘陵地と馴染むよう、勾配屋根を設置する等、形態・

意匠に配慮する。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、統一感のある配色とする。 

□外壁基調色：有彩色は彩度4.0以下 

□屋根色：有彩色は明度7.5 以下・彩度4.0 以下 

無彩色は明度7.5以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

素材 □建築物や工作物の素材は落ち着いた住宅地景観の形成を意識

し、特に建築物の低層部や敷き際等は、木や石、土（レンガ）

等の自然素材の使用に努める。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

□樹木の配置や樹種の構成に配慮し、できる限り高木等の設置に

努める。特に人の目線を集めやすい場所等にシンボルツリーを

配置する等街並みの演出を行う。 

□駐車場・駐輪場を配置する場合、緑化等（周囲や舗装面）によ

り修景する。 
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工作物 

 

配置 □樹林地やため池等の自然環境の保全に配慮した配置とする。 

□既存の建築物等の配置の特徴を把握し、街並みとの調和に配慮

した配置とする。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□商業系市街地では、多くの人々が集い賑わう場所の特性を踏ま

え、周辺の建物や歩道・街路樹等の歩行者空間と調和した形態・

意匠とする。 

□住居系市街地では、周囲から突出する奇抜なものは避ける。 

□脊振山系や丘陵地と馴染む形態・意匠とする。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

色彩 □工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

緑化 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□まとまった斜面地の樹林帯は、できる限り保全する。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 
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松崎地区 

 

松崎地区 景観形成基準 

建築物 配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮し、これらを生かす配置とする。 

□かつての薩摩街道沿いで歴史的風情を残す場所については、道

路に面して建築物や塀等が連なって建ち並ぶ配置を基本とし、

通りの町並みとの調和を図る。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□歴史的資源や桜馬場をはじめとする自然環境と調和した落ち着

きのある形態・意匠とする。 

□周辺に広がる田園景観に調和するよう、低層の建築物を基本と

する。 

□薩摩街道に面する建物の外壁面は、おおむね通りに面して連続

性を確保する。やむを得ず建物を後退させる場合は、薩摩街道

の町並みを著しく損なわないよう垣・柵等を設ける。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、統一感のある配色とする。 

□外壁基調色：有彩色は彩度4.0以下 

□屋根色：有彩色は明度7.5 以下・彩度4.0 以下 

無彩色は明度7.5以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □前面道路に面して植栽を行う場合は、建築物や門・塀等による

通りの景観との調和に配慮するとともに、薩摩街道の町並みに

配慮した樹種を選定する。 

□駐車場・駐輪場は可能な限り通りから見えにくい位置に配置す

る。通りから望見できる位置に配置する場合、駐車場・駐輪場

は、植栽や格子等により修景する。 

工作物 配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮した配置とする。 

□かつての薩摩街道沿いで歴史的風情を残す場所については、道

路に面して建築物や塀等が連なって建ち並ぶ配置を基本とし、

通りの町並みとの調和を図る。 
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工作物 形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□歴史的資源や桜馬場をはじめとする自然環境と調和した落ち着

きのある形態・意匠とする。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

色彩 □薩摩街道に面する垣・柵は、落ち着いた色合いの低彩度色とし、

薩摩街道の町並みと調和するような配色に努める。 

□工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

緑化 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□田園の中の一団にまとまった緑や雑木林、社寺林、河川や水路

沿いの樹林や灌木、木竹等は、できる限り維持・保全する。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 
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宝満川地区 

 

宝満川地区 景観形成基準 

建築物 配置 □地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮した配置とする。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□周辺に広がる田園景観に調和するよう、低層の建築物を基本と

する。 

□ランドマークとなっている山や山並みと調和した形態・意匠と

する。 

□堤防等から俯瞰されることを踏まえ、周辺と調和するよう屋根

の形状を工夫し、連続する河川景観の形成に配慮する。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

□屋上に設備等を設置する場合には、周囲から目立たないよう配

置し、必要に応じて目隠し等の処理を行う。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、統一感のある配色とする。 

□外壁基調色：有彩色は彩度4.0以下 

□屋根色：有彩色は明度7.5 以下・彩度4.0 以下 

無彩色は明度7.5以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

工作物 配置 □太陽光発電設備、通信用移動鉄塔の設置を原則禁止する。 

□地域で古くから親しまれている歴史的な建造物や社寺林・雑木

林等に配慮した配置とする。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□周辺に広がる田園景観に調和する形態・意匠とする。 

□ランドマークとなっている山や山並みと調和した形態・意匠と

する。 
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工作物 形態・ 

意匠・ 

色彩 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、茶系や無彩色等周囲や背景の

緑・自然景観に溶け込むような配色に努める。 

□工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□道路との境界部に垣・柵等を設置する際にはブロック塀は避け、

できる限り生垣や緑化フェンスとする。垣・柵等を設置しない

場合には、道路境界部にできるだけ多くの樹木や花壇等による

植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

□十分に事前調査を行い、動植物の生息環境等の水辺環境に配慮

する。 

土石類の採取 □土石類の採取により、道路等の公共空間から見て地肌があらわ

れないものとする。 

物件の堆積 □資材等を堆積させない。やむを得ず堆積する場合は、周囲を生

垣等の目隠しによる修景を行う。 

緑化 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□田園の中の一団にまとまった緑や雑木林、社寺林、河川や水路

沿いの樹林や灌木、木竹等は、できる限り維持・保全する。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 



81 

 

花立山地区 

 

花立山地区 景観形成基準 

建築物 配置 □緩やかに起伏する地形に馴染む配置とする。 

□花立山山頂等主要な眺望点から見た場合に、眺望景観を阻害し

ないよう配置を工夫する。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

周辺との

調和 

□ふもとの田園地域から見た際、脊振山系や丘陵地の稜線を切る

ような高層建築・大型建築は避け、低層の建築物とする。 

□脊振山系や丘陵地と馴染むよう、勾配屋根を設置する等、形態・

意匠に配慮する。 

圧迫感の

軽減 

□大規模な建築物では、長大な壁面となることは避け、分節化す

る等、周囲に与える圧迫感の軽減に努めた形態とする。 

設備類 □建築物等の裏側へ配置する等、道路等の公共の場から容易に目

にする位置には設置しない。やむを得ず設置する場合には、目

隠し等による措置を行い、周囲の景観に影響を与えないように

配慮する。 

□太陽光発電設備を屋根又は外壁材として使用する場合は、その

他屋根材又は外壁材と調和するものとする。 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、茶系や無彩色等周囲や背景の

緑・自然景観に溶け込むような配色に努める。 

□外壁基調色：有彩色は彩度4.0以下 

□屋根色：有彩色は明度7.5 以下・彩度4.0 以下 

無彩色は明度7.5以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□敷地境界部（特に斜面側）では、できる限り多くの樹木や花壇

等による植栽を施す。 

工作物 配置 □太陽光発電設備、通信用移動鉄塔の設置を原則禁止する。 

□緩やかに起伏する地形に馴染む配置とする。 

□花立山山頂等主要な眺望点から見た場合に、眺望景観を阻害し

ないよう配置を工夫する。 

形態・ 

意匠・ 

色彩 

 

周辺との

調和 

□脊振山系や丘陵地と馴染む形態・意匠とする。 

設備類 □道路等の公共の場から容易に目にする位置には設置しない。や

むを得ず設置する場合には、目隠し等による措置を行い、周囲

の景観に影響を与えないように配慮する。 
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工作物 形態・ 

意匠・ 

色彩 

色彩 □周囲の景観に調和する色彩とし、茶系や無彩色等周囲や背景の

緑・自然景観に溶け込むような配色に努める。 

□工作物の色：彩度4.0以下 

※自然石や土・木材等地域固有の自然素材や伝統的素材が使用さ

れる場合はこの限りでない。 

外構・緑化等 □自然の植生に配慮した緑化に努める。 

□敷地境界部（特に斜面側）では、できる限り多くの樹木や花壇

等による植栽を施す。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

造成等 □既存の地形を生かした造成に努める。 

□切土・盛土は最小限に抑える。 

□面的な一団の開発等に伴う法面・擁壁は、長大なものは避け、

圧迫感のないように配慮する。やむを得ず長大となる場合には、

緑化等による修景を行う。 

土石類の採取 □土石類の採取により、道路等の公共空間から見て地肌があらわ

れないものとする。 

物件の堆積 □資材等を堆積させない。やむを得ず堆積する場合は、周囲を生

垣等の目隠しによる修景を行う。 

緑化 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

既存樹木・樹林等

の保全 

□まとまった斜面地の樹林帯は、できる限り保全する。 

外観照明・

屋外照明 

照度の抑制 □良好な夜間景観を阻害しないよう、必要最小限の明るさとする。 

点滅照明 □点滅照明は設置しない。 

照明器具 □派手な照明器具は設置しない。 
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５．6  沿道景観保全ゾーンの指定について 

筑後川流域では、流域内を結ぶ主要な幹線道路の沿道において、広がりのある田園景観や山並

みへの眺めを保全するとともに、市街地における沿道の連続する街並みへの配慮を求めるために、

「筑後川流域景観計画」において「沿道景観保全ゾーン」を指定しています。 

本市においても、幹線道路等の沿道景観について、福岡県をはじめ関係市町等と連携した景観

形成を進めていくために「沿道景観保全ゾーン」を指定するものとします。 

 

【区域】以下に示す道路端から沿道 30ｍの範囲  

※ただし、景観形成重点地区に指定されている区域は除く 

□国道500号 

□主要地方道久留米筑紫野線  

□都市計画道路原田駅東福童線 

□旧薩摩街道（一部現存しない区間有り） 
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□国道500号 

沿道景観保全ゾーン 景観形成基準 

建築物・ 

工作物 

配置 

 

□通りに面して商店や住宅等が建ち並び賑わいを創出している現

況を踏まえ、道路や歩道からの見え方や周辺の建築物・工作物

の位置関係に配慮した配置とする。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

外構・緑化等 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

 

□主要地方道久留米筑紫野線 

沿道景観保全ゾーン 景観形成基準 

建築物・ 

工作物 

配置 □広大な田園が周囲に広がる状況を踏まえ、道路からの見え方や

周辺の建築物・工作物の位置関係に配慮した配置とする。 

形態・ 

意匠 

眺望景観

への配慮 

□道路から眺望される田園景観や背後の花立山等に配慮し、沿道

からの眺めを阻害することのない形態・意匠とする。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

外構・緑化等 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

 

□都市計画道路原田駅東福童線 

沿道景観保全ゾーン 景観形成基準 

建築物・ 

工作物 

配置 □歩道・街路樹が連続した通りに面して商店や住宅等が建ち並ぶ

現況を踏まえ、道路や歩道からの見え方や周辺の建築物・工作

物の位置関係に配慮した配置とする。 

開発行為・

土地の形質

の変更等 

外構・緑化等 □道路等の公共の場から敷地の全容を容易に見ることができる駐

車場や資材置き場では、敷地境界部に多くの樹木や花壇等によ

る植栽を施す等潤いある景観の形成に配慮する。 

 

□旧薩摩街道 

沿道景観保全ゾーン 景観形成基準 

建築物・ 

工作物 

配置 □街道沿いの町並みや歴史的建造物への眺望を阻害することのな

い配置とする。 

形態・ 

意匠 

周辺との

調和 

□街道沿いの町並みや歴史的建造物及び周辺の自然環境に配慮し

た落ち着いた形態・意匠とする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 

景観重要建造物・樹木の指定方針 
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第６章 景観重要建造物・樹木の指定方針 

６．１  景観重要建造物・樹木の整備に関する事項 

１）指定の方針 

本市には、地域固有の歴史や文化を今に伝え、人々に親しまれている建造物や樹木等が数多く存在

しています。これら本市の景観形成において重要な役割を担う建造物や樹木について、以下の①～③

のいずれかに該当するものについて景観重要建造物又は景観重要樹木の指定を行います。 

 

２）指定の流れ 

指定の方針に基づき、以下の手続により指定を行う。 

 

 

 

① 本市の自然景観を特徴づけているもの 

② 地域の歴史や生活文化を今に伝える景観上の価値を有するもの 

（指定文化財、登録文化財を含む） 

③ 長い時間をかけて地域住民が大切に保全に取り組み、活用されているもの 

・「小郡市景観計画」における景観重要建造物・樹木候補 

・住民、地域団体・ＮＰＯ等からの申出があった建造物・樹木 

 

公  表 

継続的な保全・管理へ 

小郡市景観審議会での検討 

有識者等の助言 

景観行政団体（小郡市）による判断 

所有者への説明及び意見聴取 

所有者、占有者、管理者の合意 

景観重要建造物又は景観重要樹木の指定 

小郡市、地域住民、地域団体・ＮＰＯ、事業者、 

関係行政機関・団体等から成る景観協議会（仮） 
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３）指定候補施設 

◆建造物 

1. 霊
りょう

鷲寺
じゅう じ

 2. 如意輪寺 3. 光養寺 

   

4. 實相寺 5. 大中
おおなか

臣
とみ

神社 6. 老松
おいまつ

神社 

   

7. 隼鷹神社 8. 七夕神社 9. 御勢
み せ

大霊
たいれい

石
せき

神社 

   

10. 黒岩稲荷神社 11. 祇園神社 12. 旧三原家住宅 

   

13. 旧松崎旅籠油屋 14. 鶴小屋 15. 平田家住宅 
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16. 三根家住宅 17. 松岡家住宅（とびうめ） 18. 旧小郡村役場 

   

19. 松崎宿北構口・南構口   

 

  

 

◆樹木 

1.天
あめの

忍
おし

穂
ほ

耳
みみ

神社境内のクス 2.隼鷹神社境内のクスノキ群 3.福童の将軍藤 

   

4.津古の森 5.桜馬場の桜並木  
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▲指定候補施設 位置図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 

その他、景観形成に必要な事項 
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第７章 その他、景観形成に必要な事項 

７．1  屋外広告物の表示及び掲出物件の設置に関する事項 

屋外広告物は、市民の生活に必要な情報の提供はもとより、まちの活気や賑わいを創出する特性を

併せ持つ等、都市空間を構成するための重要な要素です。しかし、無秩序に広告物が氾濫してしまう

と、自然景観や都市景観に大きな影響を与え、良好な景観形成を大きく妨げることとなります。 

本市は、これまで「福岡県屋外広告物条例」により屋外広告物の表示及び掲出物件の設置に関する

許可等に取り組んできましたが、今後は、屋外広告物法に基づく「（仮称）小郡市屋外広告物条例」

の制定を検討し、建築物等とあわせて景観形成の上で重要な要素である屋外広告物の位置、形態・意

匠、色彩等について、周囲の景観と調和した適切な誘導を図ります。 

 

１）基本方針 

① 主要な道路、鉄道及び河川から見通せる山並みや田園への眺望景観の保全に配慮する。 

② 歴史的な町並みや建造物、樹木等の景観資源の周辺では、その景観資源が醸し出す趣きを損ね

ないよう表示又は設置位置に配慮する。 

③ 非自家用広告物だけでなく、自家用広告物についても大きさ、高さ、色彩等に配慮する。 

④ 田園・集落地の景域や丘の景域では、人工物が目立ちやすく、自然景観や田園景観を損ねるお

それが大きいため、屋外広告物の掲出数を最小限にとどめるよう配慮する。掲出する場合は、

周辺環境と調和するよう大きさ、高さ、色彩等に配慮するとともに、夜間照明についても必要

以上の明るさとならないよう配慮する。 

⑤ 市街地の景域では、賑わいや潤いの創出を図るとともに街並みや背景との調和を図り、屋外広

告物が過大・過剰とならないよう配慮する。 

 

２）景観誘導方針 

上記の基本方針に基づき、屋外広告物の表示又は設置に関する景観誘導方針を次のとおり定めます。

許可に関する詳細な規準については、（仮称）小郡市屋外広告物条例において必要な制限を定めるも

のとします。 

① 屋外広告物の形態及び意匠は、周辺環境や建築物等との調和を図るとともに、広告物の面積、

高さは必要最小限とする。 

② 屋外広告物の色彩の基調色については、周辺環境や建築物と類似、調和したものとする。 

③ 主要な交差点等に案内表示を設置する場合は、できるだけ共同化・集合化を図る。 

④ 動光、点滅照明、その他これらに類似するものは設置しないよう努める。 

⑤ 反射効果のあるもの、電光表示装置等を用いて映像を映し出すものについては、表示又は設置

しないよう努める。 

⑥ 屋上広告物は、スカイラインを乱さないよう配慮した上で表示するか、設置しないよう努める。 

⑦ 野立て看板※が、田園地帯や山間部の自然景観を阻害しないよう配慮する。 

 ※野立て看板：街路や路地、田畑等に設けて、通行人や乗客に店舗や企業等をPR、案内、誘導するための看板。 
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７．2  景観重要公共施設の整備に関する事項 

１）指定の方針 

道路、河川、公園等の公共施設は、多くの人々が利用する空間であるとともに、地域の景観に対し

て大きな影響を与えます。そのため、市内の公共施設のうち、次の要件を満たす施設については、景

観法に基づく「景観重要公共施設」として指定し、周辺の土地利用との調和を図りながら、施設周辺

を含めた良好な景観形成を誘導します。 

なお、景観重要公共施設は必要に応じて管理者との協議の上、随時追加して指定できるものとしま

す。 

①本市の景観形成において重要な軸や拠点となっている公共施設 

②施設の整備に伴い良好な景観を再生・創出する等、景観形成の先導的な役割を果たす公共施設 

 

２）対象施設 

対象となる景観重要公共施設は、以下のとおりとします。 

 

分類 施設名・路線名 管理者 

河川 宝満川 国・福岡県 

道路（広域） 

 

国道 500号 国 

（主）久留米筑紫野線 福岡県 

都市計画道路原田駅東福童線 小郡市 

道路（景観形成重点地区内） 市道 30号 小郡市 

市道 4020号 小郡市 

市道 4028号 小郡市 

市道 4052号 小郡市 

（主）：主要地方道 
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▲松崎地区  詳細図 

▲景観重要公共施設位置図 
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３）公共施設の整備方針 

（１）河川 

周囲の自然環境や、これまで培われてきた自然や生物の営みとの調和を図りながら、良好な河川景

観を形成するため、河川整備にあたっては以下の事項に配慮します。 

 

① 地域に親しまれ固有の景観を作り出してきた井堰等の構造物、樹木、植物等については、治水・

利水計画上支障のない範囲で保全・活用に努める。 

② 地域に親しまれている貴重な生物が生息する箇所については、その生息環境の保全に配慮する。 

③ 自然環境との調和に配慮した素材、形態・意匠となるように努める。 

④ 多くの人々が河川景観を眺め、親しむことができるよう、自然環境との調和に配慮しつつ可能

な限り親水性の高い空間整備に努める。 

 

（２）道路（広域） 

連続した良好な道路景観を形成するため、道路整備にあたっては以下の事項に配慮します。 

 

① 路線ごとの景観特性に配慮した施設整備を行い、通りとしての連続した景観が見られる区間で

は、事業区域や事業時期、事業主体等の違いに関わらず、境界部でのつながりに違和感を与え

ない仕様となるように努める。 

② 車窓からの田園景観や自然景観への眺望景観に配慮するとともに、移動に伴い連続して変化す

る景観（シークエンス景観）に配慮する。 

③ 宝満川に架かる橋梁等については、周囲に溶け込む形態・意匠となることや、地域のシンボル

やランドマークとなることが望まれる場合があるため、地域住民やNPO等、地元関係者の意

見の反映や、専門家による助言等による景観形成に努める。 

 

（３）道路（景観形成重点地区内） 

近世の街道等、個性を生かした景観まちづくりを進める地区における町並みの形成には、道路空間

の整備のあり方が大きな影響を与えます。そこで、地区レベルで「道」を中心に景観まちづくりが進

み、町並み形成が図られる地区において、景観上重要な役割を果たす道路を景観重要道路に指定し、

以下の整備方針に基づき、良好な景観形成を図ります。 

 

① 地域の歴史や文化を継承する景観の形成に配慮し、並木や樹木等の重要な景観資源は、適切に

保全し、道路景観を形成する要素のひとつとして活用に努める。 

② 道路空間のみが過度に目立たないよう留意し、周囲の景観との調和に配慮する。 
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４）災害復旧に備える配慮事項 

大規模な災害後の復旧工事によって、河川景観や森 

林・田園景観が大きく変化しないよう、応急復旧等を 

除き、景観に配慮しながら復旧のための整備を行なう 

ことが必要です。 

そのため、日頃から地域住民の景観に関する情報の 

共有を図り、従前に形作られていた景観を参考としな 

がら整備を行なうことを促します。 

また、住民、地域団体、行政をはじめとする関係機 

関が、復旧時にも適切に対応できるための連絡体制を 

整えます。 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 

協働による景観形成の仕組みと体制 
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第８章 協働による景観形成の仕組みと体制 

８．1  それぞれの主体の役割と連携 

良好な景観形成に向けては、市民・事業者・行政のそれぞれが役割を認識し、互いに協力・連携し

ながら、取り組むことが不可欠です。景観形成の目標や基本方針を各主体が共有するとともに、でき

ることから少しずつ実行に移していくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：景観法における責務（景観法第３～６条） 

（国の責務） 

第三条 国は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、良好な景観の形成に関する

施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

２ 国は、良好な景観の形成に関する啓発及び知識の普及等を通じて、基本理念に対する国民の理解を深める

よう努めなければならない。 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成の促進に関し、国との適切な役割分担を踏

まえて、その区域の自然的社会的諸条件に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

（事業者の責務） 

第五条 事業者は、基本理念にのっとり、土地の利用等の事業活動に関し、良好な景観の形成に自ら努めると

ともに、国又は地方公共団体が実施する良好な景観の形成に関する施策に協力しなければならない。 

（住民の責務） 

第六条 住民は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成に関する理解を深め、良好な景観の形成に積極的な

役割を果たすよう努めるとともに、国又は地方公共団体が実施する良好な景観の形成に関する施策に協力

しなければならない。 

市民 

■ルールを遵守し、見守る 

■身近な景観に配慮する（清掃等） 

■景観づくりに参画・協力する 

行政 

■ルールの普及・啓発 

■景観形成活動の支援・情報発信 

■景観に配慮した公共施設の整備 

事業者 

■ルールを遵守する 

■景観づくりに参画・協力する 

■地域への支援・貢献・協力に努める 

協力・連携 

情報提供・支援 連携 

協力・貢献 

情報提供 

・支援 

協力・連携 
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８．2  景観形成を推進する体制と仕組み 

良好な景観形成を継続的に推進していくためには、地域において景観形成に関わりを持つ様々な立

場の関係者が協議・調整を図りながら、課題解決を図っていくことが重要です。 

また、地域固有の景観資源やその特徴を踏まえ、景観法をはじめとした様々な法制度（都市計画法、

建築基準法、自然公園法、文化財保護法、屋外広告物法等）を積極的に活用しながら、良好な景観形

成を総合的に推進していきます。 

 

１）景観計画の運用に関する実施体制 

（１）景観審議会の設置 

 小郡市景観計画の変更や、届出に関する勧告や変更命令等に向けた審議、景観形成重点地区や景観

重要建造物・景観重要樹木の指定等について協議及び審査を行う機関として「小郡市景観審議会」を

設置します。 

 景観審議会は、本市の景観形成に関し専門的な知識を有する学識経験者や専門家、関係団体を代表

する者、公募市民により構成され、それぞれの専門的な立場からの助言を踏まえ、審議を行います。 

 

（２）景観アドバイザー制度の活用 

景観計画の実行性を高め、より質の高い建築物等のデザインを誘導するためには、専門家等による

助言等が不可欠です。このため、良好な景観形成に寄与する建築行為等を行うための指導を行う専門

家等を「景観アドバイザー」をとして位置づけ、事業主に対する適切な助言を行います。 

 

（３）庁内における連携 

良好な景観形成を推進するためには、都市計画・建築・土木等の都市整備に関する部局のみならず、

農林部局や商工・観光等の産業振興に関する部局、文化財担当部局等の様々な分野における部局の連

携、協力、調整が不可欠であるため、庁内の横断的な組織体制を構築し、密な連携を図っていきます。 

 

（４）筑後川流域市町・国・県との連携 

本市の景観形成は、「筑後川流域景観テーマ協定」や「筑後川流域景観計画」に基づいて行うもの

であることから、広域的なまとまりやつながりをもった関係市町に加え、国や福岡県との連携を図り、

より効果的な景観まちづくりを推進していきます。 

 

２）景観法の活用 

（１）景観協議会 

 景観形成の推進に向けては、景観形成に関わる多様な主体や機関、地域住民や企業等、関係者間に

おける相互理解と協力・連携の体制が不可欠です。 

 景観法では、良好な景観形成に向け必要な協議を行う場として、「景観協議会」が位置づけられて

おり、この組織（体制）の積極的な活用が期待されます。地域住民、地域団体・ＮＰＯ等、自治会、

事業者、国・県・市の行政機関、学識経験者・有識者等、学校・ＰＴＡ・子ども会及び教育委員会等、
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多様な主体が参画する体制により、官民が一体となって景観形成に取り組むことを目指します。 

 

（２）景観整備機構の指定 

民間の活力、ノウハウを積極的に活用し、民間団体や地域住民による自発的な景観の保全・整備を

推進するため、景観整備機構を指定し、良好な景観の形成を促進します。景観整備機構については、

地域住民の中に入って積極的に利害関係を調整し、また、良好な景観の形成に必要な土地取得等の事

業の実施を積極的に行う公益法人又はＮＰＯ法人を、景観行政団体の長が指定します。 

 

（３）景観協定 

地域住民の自主的な景観形成を支援するため、景観協定の活用を図ります。景観協定は、景観計画

区域内の一定の地域について、良好な景観を形成するために、地域住民自らが地域の実情に応じたき

め細かな取決めを全員の合意により定める制度です。取り決める内容は、形態や材質等のハード的な

ものから、色彩、植栽、路上施設・ショーウィンドーの管理等のソフト的なものも含めることができ

ます。同協定は、景観行政団体の長の認可を受ける必要があります。 

 

３）他の法令との連携による建築物・工作物等の景観誘導 

（１）地区計画（都市計画法） 

住民の生活に身近な地区を単位として、道路、公園等の配置や建築物の建て方等を地区の特性に応

じてきめ細かく定め、より良好なまちづくりを進めるために、市町村が都市計画において定めること

ができます。 

 

（２）風致地区（都市計画法） 

都市の風致を維持するため、建築物・工作物の制限、木材の伐採、土砂の採取等の行為をあわせて

規制する制度です。面積10ha以上のものは県が、その他のものは市町村で定めます。 

 

（３）建築協定（建築基準法） 

住宅地の環境又は商店街の利便性の改善、向上を図るため、一定の区域の土地所有者等が、建築物

の敷地、位置、構造、用途、形態、意匠又は建築設備に関する基準について締結する協定です。市町

村が、土地所有者等が建築協定を締結できる旨を条例で定めます。 

 

（４）緑地保全地域・特別緑地保全地区・緑化地域（都市緑地法） 

里地・里山等の比較的大規模な緑地や都市における良好な自然的環境となる緑地において、建築行

為等の一定の行為を制限することにより緑地を保全する制度です。都市計画区域内の緑地のうち、緑

地保全地域においては都道府県（市の区域内にあっては、当該市）が、特別緑地保全地区においては

市町村（10ha以上かつ２以上の区域に亘るものは都道府県）が、緑化地域については市町村が指定

することとなります。 

 

（５）緑地協定（都市緑地法） 

特に緑地の保全や緑化の推進が必要な地区については、緑地協定制度を活用し、地域住民の自主的
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な景観形成を推進していきます。緑地協定は、保全又は植栽する樹木等の種類・場所・垣・柵の構造

等について締結することができます。 

 

  （６）文化的景観（文化財保護法） 

文化財保護法では、地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された固有の

景観を文化的景観として定めており、景観計画区域内にある文化的景観のうち、特に重要なものを重

要文化的景観として選定することができます。重要文化的景観について、現状の変更等の行為をする

場合、文化財保護法に基づく届出が必要となります。 

 

（７）屋外広告物条例（屋外広告物法） 

「屋外広告物の景観誘導方針」に基づく景観形成を図るため、屋外広告物法による市独自の屋外広

告物条例の制定を目指します。屋外広告物条例は、良好な景観の形成、風致維持、公衆に対する危害

防止のために、都道府県又は景観行政団体である市町村が屋外広告物の表示等に関する制限の内容を

定めます。 

 

4）景観形成重点地区における景観まちづくりの推進に向けて 

「景観形成重点地区」では、景観形成に関する基準を設け規制・誘導を行うとともに、観光振興や

定住促進、空き家対策、環境保全等の様々な事業や制度と、景観まちづくりのための施策を連携させ、

地区の特性を生かした良好な景観形成に取り組んでいきます。また、市民との協働のまちづくりを推

進するために、良好な景観形成につながる活動に対して技術的支援等を行います。 

歴史的な町並みや建造物が残る地区においては、地区固有の町並みを保全し、それらを活用したま

ちづくりを進めていくため、地区住民と協議しながら、「まちづくり協定」の策定や、「街なみ環境整

備事業」の導入等を見据えた調査・検討を進めていきます。 

また、今後住民運動の高まり等により、良好な景観形成の更なる推進が求められる地区については、

新たに景観形成重点地区として追加し指定することを検討します。 
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８．3  景観形成につながる活動の推進 

市内の豊かな自然や古くから伝わる歴史・文化、広大な田園、美しい住宅街の街並み等は、地域の

貴重な財産となっています。これらによって作り出される景観は、日々の人々の手入れや営み、活動

によって大切に継承されてきたものです。 

そうした個々で行われている地域・経済活動を基盤としながら、景観資源を活用した地域振興や地

域の活性化につなげていくため、住民や企業との連携を図りながら景観形成につながる様々な活動を

積極的に支援していきます。 

 

１）住民及び事業者との連携 

住民主体の景観形成に関わる活動とは、個々の家の花植え・緑化や、河川や道の清掃、森林や里山

の保全、各地で行われている祭り・行事の普及及び継承、地域に点在する景観資源の発掘・共有化、

耕作放棄地の活用、資源のブランド化等多岐に渡ります。 

多くの市民や事業者が日ごろから良好な景観形成に興味を持ち、積極的に参加できるよう、イベン

ト等による啓発活動を行うとともに、良好な景観形成に関する継続的な情報発信に取り組みます。ま

た、良好な景観形成を目指し活発に活動を行う市民や団体等に対する技術的支援等を通じ、連携を図

るものとします。 

 

 

 

 

 

 

事例１ 地域資源マップの作成（花立山を楽しむ会） 

地域住民で組織された「花立山を楽しむ

会」により、「花立山散策マップ」が作成さ

れ、訪れる人々に活用されています。 

地図として地域資源をまとめることは、多

くの人々に地域資源を紹介し、関心を高める

ことに役立つとともに、地域資源の豊かさ・

大切さ等に対する意識の共有化を図るため

にも有効です。 

 

事例２ 竹きりのボランティア活動（勝負坂公園を守る会） 

希みが丘区の「勝負坂公園」は、ため池（勝負坂池）

を有し、景観に優れた区民の癒しの場所ですが、真竹の

繁殖等により森林の荒廃が進んでおり、治安上の問題も

発生していました。 

そのため、竹きりボランティアを行う「勝負坂公園を

守る会」を立ち上げ、森林の整備保全と子どもたちへの

森林環境教育を行うことで、住宅街にある「里山」とし

て景観や環境の向上に寄与することを目指しています。 
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事例４ 農村環境向上活動（光行水土里（みつゆきみどり）の会） 

「光行水土里（みつゆきみどり）の会」では、

近年農家人口の減少と農業人口の高齢化によ

り、共同活動への参加が厳しくなってきている

ことから、農業者・行政区・老人会・団体・小

中学校が一体となって農村環境を保全する活

動を行っています。 

具体的には水路法面を利用した景観作物の

植栽、幹線水路内の泥上げ、法面の草刈り等を

実施しており、農業者と地域住民が協力して緑

豊かな農村地域を将来に残していくことを目

指しています。 

事例５ 味坂ポピー祭り（味坂２１の会） 

味坂地区の活性化を目指す市民団体「味坂

21 の会」が、会員の農地にポピーの種をまい

たのが始まりで、現在では約23,000㎡の農地

いっぱいにポピー約 100 万本、ルピナス約

7,000株が５月中旬に咲き誇っています。 

見頃の時期に合わせてポピー祭りが開催さ

れ、地元特産物コーナーや地域団体による出店

が行われる等、市内外の多くの人々に美しい

花々による景観が親しまれています。 

事例３ 里山保全活動（NPO 法人 三沢遺跡の森を育む会） 

「三沢遺跡の森を育む会」は、九州歴史資料

館に隣接する「三沢遺跡（福岡県指定史跡）の

森」を活動拠点とし、森の豊かな自然を守ると

ともに、生物多様性、地球環境問題や地域の歴

史を考える「学びの森」として育てるため、森

での自然体験イベントを中心に活動を行って

います。 

森や遊歩道の整備活動や外来植物駆除の他、

櫨蠟（はぜろう）による和ろうそくづくりや秋

の山野草を楽しむ会等、様々な活動を通じて森

の豊かな自然環境の保全を目指しています。 
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２）福岡県まちづくり専門家派遣制度の活用 

市民が主体となる景観形成に関する取組にあたっては、良好な景観形成やまちづくりに関する情報

提供や、地域の実情に応じた専門家によるアドバイス等が必要となる場合があります。 

福岡県では、良好な街並みの形成や美しいまちづくりを行おうとする自主的な地域住民団体等に対

して、各地域で抱えているまちづくり関する諸問題・課題に応じて、県で登録しているまちづくり専

門家を活動支援のために派遣できる「まちづくり専門家派遣制度」を制定しています。同制度の積極

的な活用を促進し、良好な景観形成に対する技術的支援を行います。

事例６ 景観美化活動（御原校区） 

協働のまちづくり協議会の環境衛生部会で

は、校区全体から参加者を募り、宝満川土手沿

いの除草活動を年に5回ほど行っています。以

前は目立っていた河川敷への不法投棄も減り、

適切に管理された美しい宝満川沿岸の景観が

保たれています。 

また、地域交流部会が中心となり「あすてら

す」裏の宝満川沿いの土手において、除草やコ

スモスの植栽活動を行い「あすてらすコスモス

ロード」として整備しています。毎年10月に

はあすてらすイベント広場において「御原コス

モス祭り」を開催し、多くの人で賑わいます。 
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資料１．小郡市景観計画の策定経緯 

 

日時 内容 

■平成２５年度 

平成２６年  １月２２日 小郡市が景観行政団体となることに関する協議書の提出（福岡県） 

平成２６年  ２月１３日 上記協議書に対する回答（福岡県の許可） 

■平成２６年度 

平成２６年  ４月  １日 小郡市が景観行政団体となる 

平成２６年  ４月  １日 小郡市における筑後川流域景観計画に関する景観法施行条例の施行 

平成２６年  ４月  １日 景観審議会規則の施行 

平成２６年１０月２６日 市民ワークショップ（第1回）

開催 

【テーマ】 

地域の景観を再発見しよう！（景観マップの作

成） 

平成２６年１２月  ７日 市民ワークショップ（第2回）

開催 

【テーマ】 

地域の景観の課題を確認し、その将来像や景観

形成の方向性について話し合おう！ 

平成２７年  ３月３１日 第一回景観審議会開催 【内容】 

（１）計画策定の目的と方針について 

（２）各景域及び各景観形成重点地区の設定に

ついて 

■平成２７年度 

平成２７年  ６月２５日 第二回景観審議会開催 【内容】 

（１）市全域並びに各景域及び各景観形成重点

地区の景観形成基準について 

平成２７年１０月１４日 第三回景観審議会開催 【内容】 

（１）小郡市景観計画（素案）の提示について 

平成２７年１２月２０日 小郡景観まちあるき開催…③ まちあるき及び報告会の開催 

平成２８年  １月２２日 第四回景観審議会開催 【内容】 

（１）小郡市景観計画（素案）の修正について 

平成２８年  ３月２３日 第五回景観審議会開催 【内容】 

（１）小郡市景観計画（素案）の修正について 

■平成２８年度 

平成２８年  ４月  １日 景観審議会委員（規則第三条第三号委員）の退任及び新任 

平成２８年  ９月  ２日 第六回景観審議会開催 【内容】 

（１）小郡市景観計画（素案）の修正について 

平成２９年  ３月２７日 第七回景観審議会開催 【内容】 

（１）小郡市景観計画の決定について 
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①市民ワークショップ（第１回）の開催概要 

■開催日：平成26年 10月 26日 

■参加者：12名 

■テーマ：地域の景観を再発見しよう！（景観マップの作成） 

■ワークショップ開催の様子： 

 

 



113 

 

②市民ワークショップ（第２回）の開催概要 

■開催日：平成26年 12月 7日 

■参加者：12名 

■テーマ：地域の景観の課題を確認し、その将来像や景観形成の方向性について話し合おう！ 

■ワークショップ開催の様子： 
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③小郡景観まちあるきの開催概要 

■開催日：平成２７年１２月２０日 

■参加者：９名 

■タイムスケジュール 

時 間 項 目 

12：30 出発 小郡市役所 

↓ 
①小郡運動公園から見える宝満川

と花立山 

13：00～13：40 ②旧松崎宿の町並み 

↓ ③花立山からの眺望（徒歩で下山） 

↓ ④丘の上住宅地区の街並み 

↓ ⑤西鉄小郡駅周辺の街並み 

15：30 到着 小郡市役所【報告会の開催】 

 

 

■まちあるき及び報告会開催の様子 
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資料２．小郡市景観審議会 委員名簿 

 

区   分 氏  名 職  名 備考 

１号 

委員 
識見を有する者 

佐藤  優 
神戸芸術工科大学 

副学長・大学院芸術工学研究科長  
会長 

福田  忠昭 
WeLove天神協議会 

まちづくりディレクター 
 

大森  洋子 
久留米工業大学 

建築・設備工学科大学院教授 
 

高山  美佳 
LOCAL＆DESIGN 株式会社 

代表取締役／地域デザイナー 
 

２号 

委員 

関係団体等を 

代表する者 
金子  和正 公益社団法人福岡建築士会副会長  

３号 

委員 
関係行政機関 

赤星 健太郎 福岡県建築都市部都市計画課長 
平成 26・27

年度  

酒井  了 福岡県建築都市部都市計画課長 平成 28年度 

４号 

委員 
市民公募者 

原  宇成 市民代表  

小川  奈美 市民代表  
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資料３．色彩の基礎知識 

色彩を客観的に表す尺度として、日本工業規格で使用されている「マンセル表色系」があり、ひと

つの色彩を「色相」「明度」「彩度」という３つの尺度の組み合わせによって表現します。本市では、

このマンセル表色系を用いた色彩基準を定めています。 

 

●色相（しきそう）･･･色あいの違い 

色相は、色あいの違いを表します。10 種類

の基本色（赤、黄赤、黄、黄緑、緑、青緑、青、

青紫、紫、赤紫）をアルファベットの頭文字（R、

YR、Y、GY、G、BG、B、PB、P、RP）と

その度合いを示す０から10までの数字を組み

合わせ表記します（例えば、5YR 等）。 

 

●明度（めいど）･･･明るさの違い 

明度は、明るさの度合いを表し、明るさを０

から10までの数値で示します。明るい色ほど

数値が大きくなり、10に近くなります。 

 

●彩度（さいど）･･･鮮やかさの度合い 

彩度は、鮮やかさの度合いを表し、鮮やかさ

を０から14程度までの数値で示します。白や

黒、グレー等の無彩色の彩度は０になります。

最も鮮やかな色彩の彩度値は色相によって異

なり、赤系や橙系等は14程度、青緑系や青系

等では８程度となっています。 

 

●マンセル値 

マンセル値は、色相、明度、彩度の３つの属

性を組み合わせて表記します。 

 

黄赤系の色相 

彩度 

明
度 

5YR 6 / 4 
５ワイアール ６  の  ４ 
（色相） （明度） （彩度） 



 

 

 

「あたりまえの美」を再発見 

人と自然と歴史が織りなす、癒しのまち小郡 

－小郡市景観計画－ 
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